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日本工学アカデミーの使命

社団法人日本工学アカデミーは、広く学界、産業界及び国の機関等において、工学及び科学

技術並びにこれらと密接に関連する分野に関し、顕著な貢献をなし、広範な識見を有する指導

的人材によって構成されており、工学及び科学技術全般の進歩及びこれらと社会との関係の維

持向上を図るため、下記の諸活動を通じて、我が国ひいては世界の発展に資することを目的と

する。

記

1 )国内外の工学・科学技術政策、教育等に関する調査研究、提言活動を積極的に行う。

2)国内外における学際・業際的及ぴ新技術領域の活動を推進することに資する調査研究等の

諸活動を積極的に行う。

3)国内外の工学、科学技術の健全な進歩発展に寄与するための教育活動、及び一般に対する

普及、啓発活動を推進する。

4)上記の諸活動を効果的に実施するため、国内外の諸団体、特に海外の工学アカデミーとの

連携を強化し、共同事業等を推進する。

5)上記の一環として国際工学アカデミー連合の主要メンバーの一員として、特に近隣諸国に

おける工学アカデミーの設立に対して、良きアドバイザーとしての責務を果たす。

2000年7月19日理事会
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国家戦略としての産業人材育成

一技術の創造、蓄積、伝承と啓 蒙 -

司 会山田郁夫(日本工学ア カ デミ - 専務理事)

開会挨拶 小野田武(日本工学アカデミー政策委員会委員長)

司 会(山田郁夫専務理事) それでは、日本工学アカデミーの公開講演会 「国家戦略としての産業人

材育成ー技術の創造、蓄積、伝承と啓蒙-Jと題しまして、ただいまより開催いたします。時lし遅れま

したが、司会を担当します私、日本工学アカデミー専務理事の山田でございます。よろしくお願いいた

します。

皆様にお配りいたしました開催主旨の下のほうに記載の通り、協賛および後援をたくさんいだたきま

した。特に後援につきましては、経済産業省、国土交通省、文化庁、文部科学省、日本経済団体連合会、

日本商工会議所等からいただき、また経済産業省の方々には本日ご出席いただいております。

では、この講演会の企画担当であります、日本工学アカデミ 一政策委員会の小野田武委員長に、開会

の挨拶をお願いしたいと思います。

開会挨拶

小野田武政策委員長 ただいま ご紹介いただきました小野田でございます。本年度から工学アカデミ ー

の政策委員長を仰せつかりまして、今日が実は初仕事でございます。何にも

ましまして、この講演会の開催にご協力 ・ご尽力いただきました方々に御礼

申し上げるとと もに、大変ご多忙中のところ、ご出誹くださいました講師の

皆様方に御礼申し上げます。また、ご参加し、ただきました皆様、ありがとう

ございます。

大変個人的な思いにもなりますけれども、この開催の趣旨は、もう皆様も

ご案内のとおりでございますが、科学技術、特に産業技術というものを議論

しまして、それの振興を考えようとしたら、やはり、その根本というのは人

材-の育成であると。そこに尽きると、我々は思っています。

大変個人的なことで恐縮でございますけれども、私は、やはり四十数年間、産業人として働いてまい

りました。そして、自分自身、望外なぐらい仕事ができたと思っております。ただ、それを振り返って

みますと、やはり両親からもらった遺伝子、その逃伝子に潜在的にインプットされているさまざまな歴

史、日本の歴史、日本の技術の暦史、日本の芸術の!罷史、そういうものがたくさんの先輩方、あるいは

上司、あるいは先生方、友人たちとの接触の中で、また新しい知識を身につける ことによって触発され

て、表而に出てきた形で、あるな|床では、私、幸せな産業人としての生活ができたのではないかなと。

そんな思いをしております。そんな思いをもとに個人的にも多少幸せだったものを、若者たちに伝えた

いと。そんな気持ちで、現在仕事をしているのが実情でございます。

この会議の目的は何なのかね、対象は誰なのかねと、 実は先日、工学アカデミーの理事会でご質問を

受けました。今、お答えしたいと思っております。

今日、やはり産業技術の歴史の重要さ、またその蓄和というものが、どう花を聞いていくものである

か。もう皆様、十分ご存じのことでございます。それを改めて、我々、確認をさせていただきたい。皆

様は社会的に大変影科力の大きい方々だと思っています。そういうお立場で、広がっていけば、我々の、
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何と申しましょうか、この講演会のアウトカムというものが指数関数的に広がるという、大変図々しい

考え方をしております。これは実は、内田先輩の野望でございます。まあ、確かにそうなりたいなとい

う思いで、いっぱいでございます。よろしくお願いいたしたいと思います。

蛇足でございますけれども、先ほど、私、飯倉のほうから歩いてきて、ふと見たら、六本木ヒルズが

見えたんですね。ご承知のように、六本木ヒルズは既にオープンして 1カ月以上たちました。 1カ月間、

六本木ヒルズを訪れた方は300万人を超しました。大変な数です。どうして、こういうことが起きるの

か。六本木ヒルズのメーンアーテイストはだれか。村上隆さんです。あの男が仕掛けをやっているo 私

が村上隆を知ったのは、彼が芸大の大学院時代です。彼は芸大の日本画のドクターの第 1号です。それ

で、ちょっと気にして見に行きました。やはりぴ、っくりしました。彼自身のパーソナリティーもすごい

んですけれども、大変なサイエンスというか、あるいはテクノロジーに対して非常に感性が高い。そし

て今、彼はある意味では、そういう日本画という歴史に基づいて、そして、手塚先生以来のアニメーショ

ンの高度のテクノロジ}あるいはテクニックを駆使して、ある意味では世界を席巻しているというのが

事実だと思います。

彼が無名な時代、個展なんかを聞いたりして、彼と一緒にいくつか仕事をやってきましたけれども、

ことあるたびに、多分、この男は日本の将来を背負うだろうということを PRし続けてまいりました。

そんな姿が、パリで、ニューヨークで、そして六本木で花を聞いたと。もう地下鉄を下りてから、六本

木ヒルズのすべてにわたって、彼の思想というものが一見る人が見たら、漫画ですが、違うんです。彼

のドクター論文の題目は「無意味の意味Jという日本画の、あの空間の意味を徹底的に追究した論文で

ありました。それの思いが、平面という日本画の歴史の中に、そういう哲学的なことを現代的にアレン

ジして、生み出しているというのが神髄だと思います。これが10代の若者たちをとらえている。理屈も

何もなく。やはり、こういうことを考えたとき、工学アカデミーというものは、技術というもののほん

とうの本流というものを根っこにしっかり持って、歴史をしっかりと継続しながらーただし、そこで育

つというのは、そこに繁る葉っばというもの、咲く花というものを時代に合わせて自由に奔放にしてい

くことが大事なのではないかななんて、そんな思いをちょっと今、こちらに来るとき、歩きながら考え

たことでございます。

ぜひ、この講演会をお楽しみいただき、またそれぞれのお立場で、本日、みずから再確認できました

ようなことを広めていただけたら、主催者として、これに優る喜びはないと思っております。ありがと

うございます。よろしくお願いいたします。(拍手)
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基調講演 「新世紀を担う若者に告ぐJ

一わが国の文化と日本人の感性・心一

日本工学アカデミー会長/岩手県立大学学長西津潤ー

講演 1 i伝統繊維から自動車に至る産業技術」

一技術の伝承・発展・総合化への修練の道一

産業技術記念館館長加藤広樹

講演 2 i新幹線建設と国鉄民営化を経験して」

一世界に誇る技術者の構想-決断・実行一

宇宙開発事業団 理事長/日本工学アカデミー会員 山之内秀一郎

講演 3 i人材育成は国家百年の計」

一学校教育と生涯教育一

工学院大学理事長/日本工学アカデミー政策委員 大橋秀雄

閉会挨拶(まとめ) 日本工学アカデミー政策委員 内田盛也

湖、
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基調講演

新世紀を担う若者に告ぐ
一わが国の文化と日本人の感性・心一

西津潤ー (日本工学アカデミー会長/岩手県立大学学長)

司 会 それではlbi初

に、 ;I，~調講演を「新世

紀を担う若者に告ぐ一

わが国の文化と日本人

の!毒性・ 心-Jと組し

まして、日本工学アカ

デミー会長の西津市l

先生から賜りたいと思

います。現在、先生は

岩手県立大学の学長をされております。ここで四

津先生について、私がご紹介中し上げる必要はな

いと思いますので、早速、ご講演をお願いしたい

と思います。よろしくお願いいたします。

西津潤一日本工学アカデミ ー会長 今、 111田専務

理司川、らお話がありましたが、「計者に告ぐ」と

いうけれども、若者は一人も来ていないじゃない

かと思います (笑)。実は、これが日本の現状で

はないかという気がいたします。

何かわかりませんが、このごろ、私に而と向かつ

て言うからいいのでしょうが、年寄りは引っ込め

と言う人がいるのです。私は、それはおかしいの

ではないかと言うのですが、ほんとうに我々より

も実力が出て来たと思ったら、こ っちは喜んで引

退させてもらう。遊びたくでしょうがないのです

から。でも、仕方がないから、 I:U帰っているわけ

でございます。そういうところが、日本人という

のは、ファッションやムードに弱いわけでして、

だれかがそういうことを言い出すと、みんな、 同

じことを言う。根本的なとこ ろまでちゃんと追究

して、ほんとうにいいか悪いかということを言-わ

ない。

ジ、エンダーフリーもそうですが、要するに数字

で委貝の数を規定 しても、男に子供を生めといっ

ても本来の機能がi12うので、これは生めないわけ

ですから、機能を生かして生活していく ことが大

事ではないかと思うのです。それを、奨励の意味

もあるかと思いますが、とにかく数字で規定する

ということは、ある意味から言えば、本質的では

ないと思います。ただし、女の方でも立派な方は

いっぱいいら っしゃいますから、そういう方には

どんどん出てきて働いていただく 。やはり子育て

は、どうしてもご婦人のほうがうまくいく 、長い

聞に人IIIJの体がそうできておりますから、そうい

うときにはお手伝いをするとか、いろいろな方法

は要ると11います。 しかし、数字で、規制したり 、

50対50でないといけないというのは、本質をよく

追究しない、いわゆるナンセンスというのか、ど

うも LI木というのは残念な ことに、 そういうムー

ドに非常に弱いために、大変な船をしていると思

います。

この物づくりもそうですが、ち ょうど昨日でし

たか、ソニーさんが大方向転換をすると出ており

ました。これから物づくりに軸足をinいて仕事を

するというお話しになったようですが、我々は初

め、ソニーさんがハードをやめてしまって、ソフ

トに徹底すると発表なさったときには大変び、っく

りいたしました。あれほど、物づくりで立派な仕

事をしてきた会社が、どうして、このようなこと

をおっしゃったのかと、やはり日本人の物づくり

という ものを、もう 一遍見直さなければいけない

と思います。たびたび内問先生から言われており、

私自身もそう思っておりますから、ょうやく安心

した感じがいた します。

大体、国際的という 言葉がよく使われますが、

ここにいらっしゃる先生方は、そういう こと はな

いでしょうが、一般的には、国際化と いうのは外

国と同じになることだと思っている方が大勢い

らっしゃいます。全 く外国と同じものになったら、
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だれも興味を持ってくれるわけがないのです。国

際的ではなくなってしまいます。要するに、先ほ

どの小野田先生のお話にもありましたように、日

本人が持っております、いろいろな感性から出て

くる美やその他の感覚が、少し違うのです。自分

たち民族の血の中に入っていると言うか、後でま

た申し上げますが、そういう中から、エッセンシャ

ルなもの、あるいは非常に国際的に共通するよう

なものまで、自分たちの特異性を高めていったと

きに、外国の方が初めて感心をしてくれるという

のがほんとうだろうと思います。むしろ特殊に徹

底することが、実は一般性を高めることになって

いくのではないかと。その辺、非常に初歩的なと

ころで、日本で、は大分間違って使われていること

を私は非常に心配するのであります。小野田先生

がおっしゃいましたように、この日本人の美的感

覚が、世界的に評価を受けているわけで、そうし

た実績から、日本人が、まだ世界に通用するすば

らしいレベルの高いものを内蔵していることにつ

いては、多分、ここにいらっしゃる先生方もそう

だと思いますが、十分自信を持っていいのではな

いかと思っております。

ただ、逆に自分が自信を持ってしまうと、その

まま無理やり突っ走ってしまう面が出て来ます。

あまり例がよろしくありませんが、それを周辺諸

国に押し出していき、神社をつくって無理やり拝

ませるということをやったのは非常に悲しい 1つ

の例でございます。相手のことをよく考えずに、

そのまま押しつけようと，思っても、これは通用す

るはずがなく、まず、自分の持っている長所を国

際的なフィルターにかけて、それを押していくこ

とを考えなければいけません。

それから、 DNAというお話がありますが、こ

のごろ DNAだけではないと思っています。それ

は、たまたま私の知り合いが中国人と結婚したん

ですね。東京のほうで仕事をしていて、お父さん

の実家に寄食しておりますから、日本人が三人、

中国人はお母さん一人という家族構成でございま

す。男の子が生まれて 3歳ぐらいになったときに、

突然、円形脱毛症になった。慌てて、カウンセラー

のところに連れて行き、いろいろ質問されること

に対して返事をしていった。結論は、パイリンガ
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ルのせいだというのです。つまり、どうせなら日

本語も中国語も達者になったほうがいいだろう

と、お母さんは中国語で語りかけ、ほかの三人は

日本語で語りかけていた。小さいうちは何ともな

かったようですが、 3歳ぐらいになったときに突

然、円形脱毛症になってしまった。

カウンセラーが言うのには、人間の神経回路が

構成されるときに、言葉が媒体になっていく。つ

まり、日本語で育てられた子は日本語が媒体に

なった神経回路が構成されるのだそうです。それ

を構成してくるときに、お母さんが時々、中国語

で刺激するものですから、子供の体のほうは、も

ちろん意識してやっているわけでありませんが、

けつまずくようなことになり、それが円形脱毛症

になったということです。それだけなら、学説と

してしか通用しないかと思いますが、とにかくし

ばらくは、どちらかにしなさいと言われた。これ

は、やはり 3対1ですから、日本語が勝ち、しば

らく中国語を使わないで、育てていましたら、あっ

と言う聞に治ってしまったというのです。これは

相当信頼してもいいのではと思います。ですから、

語学教育をいかにするかということも、きちんと

調べておく必要があると思います。

勿論DNAは関係あるのですが、それ以外に、

神経団路ができるときに言葉の影響を非常に受け

ているということは、日本で育ったというよりも、

日本人のご両親のところで、日本にとeっぷり浸

かつて育った子供たちと、そうでない子供たちと

では、いわゆる神経団路のでき具合が違うという

ことであります。信用してはまだ早いと言われる

かもしれませんが、そう考えてもいいのではない

かと思うわけです。そうしますと、これは日本の

環境の中で育つということが、どうしても日本人

ならではというものを持つことになります。そう

いうキャリアの中で出てきた一つのフィーリング

といいますか、感受性というものに磨きをかけて

いくことが、必要ではないかと思うのです。

また飛躍をいたしますが、この間亡くなりまし

た私の知り合いで、古美術商をやっている人がお

りました。小さいときからよくやってまいりまし

て、いろいろとだ、べっていくのですが、要するに

子供には駄物は一切見せない。駄物というのは、

局、
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伊、

F帆

駄目な物でございますが、小さいうちに駄物を見

せると、目が濁るというのです。非常に高度な美

術品だけを見せていると、非常にレベルの高い美

的感覚が育つ。だから、うちでは子供には絶対、

駄物を見せないようにやっております、と言った

のです。その後もずっと来ておりまして、うちの

子は、私より、ずっと見る目があるということを、

盛んにおやじ自慢で語るわけです。こういう古美

術商みたいな古い世界の中にも、そういう言い伝

えがたくさんあって、急に新しく出た言葉ではな

いだろうと思います。

そこまでいくと、何か化かされたのではないか

と、この間も叱られたのですが、まあ、そのもの

かどうかは別として、それらしきことは、今申し

上げたような範囲で、少しモディファイしたとこ

ろに何かあるのではないか、という気もしている

ところでございます。

そこで、いただきました題目を考えてみますと、

機械生産が手仕事に取ってかわったがゆえに、

せっかく日本人がもっているフィーリングをなく

してしまうというのはおかしいですね。機械生産

が大量に入ってまいりましたのは、いわゆるオイ

ルショックのときです。外国から入ってくる石油

が高くなりますから、工業製品の原価が上がって

しまう。それで国際競争力がなくなってくると非

常に心配なさった方々が、いろいろやられたわけ

ですが、そのとき、日本がやった一番強烈な手段

は、大量生産・自動加工でございます。

私が、後年、アメリカに行きましたら、アメリ

カの技術者が、日本はコストダウンをするために

自動生産を導入したと聞いたけれども、それはほ

んとうか、というのです。当たり前じゃないか、

何でそんなことを聞くのだろうと思ったのです。

私は、そのとおりだ、要するに人件費を切り詰め

るために、自動化した機械を導入して、大量生産

をやって、オイルショックのときの経済危機を乗

り越えたのだ、という話をしました。そこで、で

はアメリカは一体、何を目標として、自動生産を

やったのかと聞きましたら、返事をしてくれな

かったのです。あちらこちらで聞いて歩き、結局

わかりましたのは、歩留りを上げるためである、

ということだったようです。ベル電話研究所のウ

ェスタン・エリクトリックに行き、半導体ダイオー

ドの試作室を見せてもらいました。労働条件は相

当ひどいと思いました。アメリカ人は、ぶきっちょ

とか何とか言いますけれども、顕微鏡で見ながら

細工をするのですが、私たちが見ても、自分では

とてもやれる自信がないような微細なコントロー

ルをやっているのです。あちらの人はぶきっちょ

だなんでいうのは、これも少し思い上がりでして、

日本人の職人さん顔負けのような細かい作業を、

しかも非常に長時間に詰めてやっている人たちも

いるという実態を見せられたわけでございます。

しかし、いずれにしましでも、全体としては、日

本人ほど手先は器用ではない人が多いと見え、手

加工をやっておりますと、歩留りが上がらない。

それで自動化をやったんですね。

もう一つは、ご存じのとおり、休憩時間になる

と、仕掛品がまだ、工作台の上にのっているのに止

めてしまうので、結局、再開しでも傷物になり、

これが全部お釈迦になってしまうのです。つまり、

心くばりの問題といいますか、精度等の問題と言

わないと労働組合にしかられるかと思いますが、

非常に欧米が反省をしたことです。

このごろ見ていますと、日本人は手先が器用だ

という話が、少し神話化してきているのではない

か。変な話ですが、私はあまり器用ではありませ

んが、しかし、マッチの軸木の上の薬のところに、

万年筆で、あいうえお全部とアルファベット全部

を書くという技術を持っておりまして、大学を失

職したら、これを売って歩くかなと言っておりま

したが(笑)、そういうのは訓練がないとなかな

かうまくできないものです。

子供のときに、手先が非常に器用になったのは、

一つには鉛筆削りでございます。我々が見ると、

感嘆するようにきれいに鉛筆を削ってくる子がい

て、ほめられるとなおさら一生懸命になって削り

ますから、芸術品になるようなすばらしく美しく

削った鉛筆を持ってきていたということがござい

ます。それが低落をいたしましたのは、いわゆる

鉛筆削りの機械が導入されてからです。パッと入

れると、モーターが回って、鉛筆がとんがって出

てくるようになってから、技術が非常に落ちたo

文科省に行って、私がたびたび、言っておりまし
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たのは、ぜひまた肥後守をつくって子供たちに持

たせてほしいと。今、例のカッターを使うわけで

すから、ちょっと切り間違えると、骨まで行っちゃ

うわけです。結局、親が、ああいう刃物をいじっ

ていると危ないからやめなさいと言う。ですから、

物をつくるということをしないわけです。昔は、

まず鉛筆削りからやらなければいけなかったので

すから、しくじっても手に受ける傷が大きくなら

ないような、あまり切れないナイフがあったので

す。私は、肥後守というのは非常に名器であると

言っております。子供たちには、失敗しでもあま

り深手にならないような道具を配布し、使わせる

という配慮が、いつの聞にかあったと思うのです。

そんなことで、この辺から、子供たちの手先が

非常にぶきっちょになってきた。おやりになった

方もいらっしゃるかと思いますが、私は昔、小さ

な模型飛行機をつくったのです。羽に貼るいわゆ

る紙は、あれは何かというと、竹の幹をぽんと割

ると、竹の筒の中にぺらぺらの白い皮膜がついて

いて、それを貼る。貼る枠のほうは、ススキの穂

の一番先のちょっと細くてかたいところを持って

きて、曲げてやるわけです。ススキのちょっと太

いところが機体の軸木になる。その両端に金属を

曲げたものとゴムをつけて、プロペラを回した。

結構よく飛んで、だれの機体が一番軽くて、一番

よく飛ぶかなんていうことをやっていた。工夫を

しながら遊んでいた子供時代というのが、やっぱ

り、あの当時の日本人の器用さの原点であったり、

あるいは、いろいろ考えて、どういう材料を使っ

たらいいか工夫する訓練がなされていたと思いま

す。今みたいに、どこかの庖に行くとボール箱に

全部材料がそろっており、もう既に形ができてい

て、ちょっと切れば、あとは接着剤で貼りつけて

いけば物ができるというような状態では、ほんと

うに戦前のような手先の器用さが、なかなか出な

いと思います。

かつてアメリカが、物づくりをやらないという

宣言をいたしました。日本に負けたと。物は外国

につくらせて、我々はそれを買ってきて、アセン

プルをするということに徹底するんだということ

を言ったことがあります。多分、ご記憶だろうと

思いますけれども、そのときに我々が非常に心配
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したのは、物をつくるときに、いろいろなノウハ

ウがあります。またっくりやすいとか、っくりに

くいということがありまして、それを知らないと、

ソフトウェアをつくろうとか、それをアセンプル

して何かやろうというときに、当然、差し障りが

出てきます。逆に、物づくりさえすればいいんで、

ソフトウェアなんかいいやなどと言っておりまし

たら、今度は、最新のソフトウェアがわかりませ

んから、それに合わせて物づくりをすることがな

かなかできなくなってくるo 新しい ICができた

ときに、アメリカが慌てて、それから設計をした

というのでは間に合わないわけでして、最先端の

物づくりだけは、ちゃんと自分のところで押さえ

ておいて、量産もほんとうはやったほうがいいの

です。量産の大部分は外国に依存するのは、やむ

を得ないかもしれませんが、やはりハードだけや

ろうとか、ソフトだけやろうということ自体に、

本来、無理があると思います。ハードを知らざる

者はソフトができない、ソフトを知らざる者は

ハードができないという関係にあるのではないか

と思います。そういう意味で、やはり何らかの方

法で、物づくりということをもっと積極的に残す

べきだ、ったのではないかと思います。

しかし、ご存じのとおり、今、日本のいわゆる

手作業の名匠たちが、ほとんどいなくなってし

まった。私もいろいろな看板を背負わせられてお

りまして、日中科学技術交流センターの会長も

やっておるのですが、非常に憂慮しておりますの

は、日本の町工場のいわゆる社長さんたちは大変

な技術を持っているのですが、息子にあとを引き

継いでくれといっても、息子さんは大都会に出て、

大工場に就職したがる。大学に入って、学士号を

もらって、大会社、一部上場の会社に就職すると

いうのが彼らの夢になっている。小さな町工場の

おやじになって、一生、その技術を自慢にしてやっ

ていくような生活には、決して憧れを持たないの

であります。特別なすばらしい技術を持った会社

の社長が、いよいよもうあとがあまりないなと思

うときに、結局、あとを継いでくれる人がおりま

せん。そこへ中国から実習生がたくさんやってま

いりますと、喜んで自分の子供と同じような感覚

で、その中国の若い人たちに、昔だったら、絶対

組内
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に教えなかったような秘密のノウハウまで、全部

教えてあげるのです。

今、中国は上り坂ですから、向こうへ帰れば板

金加工とか塗装とか、いわゆるエレンメタリーな

基礎技術というものが、どんどん使われつつある

のですから、当然、その仕事がたくさんある。収

益も上がってくるのです。どうやらこうやら生活

も安定したので、今度、嫁さんをもらうことにし

たからひとつ来てくれませんかなどと、昔ご厄介

になった思人の老社長に手紙を送る。老社長は大

変喜んで、もちろん旅費も自腹で、奥さんも連れ

て向こうに出かけて行って結婚式に出るo

私はこういうのを、技術を媒体にした養子関係

だと言っているのです。大変麗しいことですが、

これはソニーさんも言っていらっしゃいました

が、いよいよ日本が何か秘策品をつくろうという

ときに、やっぱり名工が必要なわけです。金型を

初めからつくるわけにはいきませんから、初めは

板金加工あたりでつくる。そういうときに、きち

んととしたっくり方が分かる人がいないと困るの

です。一々、金型をつくって、何回もっくり直す

というわけにはいかないのです。私の身内にも金

型をやっていたのがおりますけれども、企業のほ

うも困るし、やらされたほうも、結局、倒産して

しまったのです。非常に無理が出てまいりますか

ら、やっぱり一つつくるという意味では、板金加

工などの技術がちゃんと残つてなければいけな

し、。

このごろの学生に板金加工と言っても、何だか

わからないようです。私どもが小学校のときには

先生が、大体、日本の自動車産業とアメリカの自

動車産業とは比較にならないと言っていた。日本

では、あの自動車の鉄板を持ってきて、たたいて、

いわゆる板金加工なんだ。金槌でたたいて、あの

形を出していく。アメリカは、一遍に型をつくっ

て、 ドシャンと当てると、一遍であの形ができて

しまうと。まあ、一遍ではできないとは思います

が、そんなことを小学校の先生が我々に話して聞

かせました。我々みんなは、ハーッ、一遍ででき

るのかとため息をついたのですが、このごろの子

供たちは、一遍でできるのが当たり前だと思って

いますから、ハーッ、金槌で叩いたのかと，思って

ため息をついているのです。それぐらい時代感覚

が逆転をしてしまったのです。

そういう古来技術というもの、非常に名工とい

われる人の技術を、何らかの形で温存すべきであ

るということは、ソニーの盛田さんあたりがおっ

しゃったのでしょうか。しかし、残念なことに、

そういう試みは成功しておりませんで、今のとこ

ろ、もう向こうへほとんど技術が流れてしまって

おり、また、いよいよそういう隠れた名工が次か

ら次へと引退されたり、亡くなったりしている状

態でございます。すでに時期を失したという気持

ちはないわけではないのですが、やはり何らかの

形で、これを温存する必要があると思います。

もちろん昔は、機械がよかったのです。機械が

いい上に、その機械の性能を特段にうまく出すと。

いつか何か書かされたときに、ふざけ半分に書い

たのですが、例えば電車ができたころに、足の聞

に挟んでたたくと、少し温度が上がってくるので、

案外、計算機が速く動くということも、ほんのわ

ずかでしょうがあり得るわけです。そこまで電車

を使い切って、こうやって使うと、ちょっと速い

ということまで飲み込んで、それを使うような人

たちがいたのです。だから、道具があったら、人

間の手づくりが要らないかといったら、そうでは

なく、道具の上に人の作業というものが積み重

なっているのですから、一つの道具ができたとき

に、それをさらにうまく使う、ほかの人には絶対

負けないような、うまい使い方をするという工夫

と努力を続けた人たちが名工になっているわけで

あります。今、機械産業がどんどん先行してしまっ

ている。要するに人聞が負けてしまっているo そ

れに負けずに、その上に自分の技術の城を組み上

げていくことをしなければいけないと思います。

人のことだから気楽に申しますが、それは決して

楽なことではありませんo けれども、心構えとし

ては、そういうところを目途としてやらなければ

いけないと思います。

内田先生あたりは、昔から、例えば絹糸の技術

を上回に温存しようとか、そうした試みもたくさ

んされたのは知っております。いずれにしても、

もう少し積極的に、国家戦略として、そういうも

のを維持することが大事ではないかという気がす
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るのです。

また、これに対抗して、機械に応用するほうも、

最高精度の物づくりをするという機械をっくり上

げていく。変な話だと思いますが、切削技術にし

ても、結局、相手に対して刃を押しつけるのです

から、変形が起こっているのですね。そこで切る。

だから、一遍で、その寸法どおり、ピタッと形づ

くれるというのは、バイトを持っていったからそ

こで切れるのではなくて、押しているわけです。

そういうことまで、ちゃんと加味した工学といい

ますか、生産機械をつくるほうがいいわけでして、

いきなり初めから、ピタッとす法が出てくるとい

ておりましたし、第二原発の所長は、同じく高等

学校のクラスメイトでした。ですから、身近にそ

ういう人がいまして、よく聞いておりました。こ

れからアメリカへ、無事故運転のやり方について

頼まれて講義に行くんだということも、二人から

聞くことが多かった。つまり、運転初期は、日本

の原子力運転というのは、世界中が指導を仰ぎた

くなるぐらい立派な実績を持っていたわけです。

ロケットもそうですね。一時、日本のロケットは、

ほとんど落ちずに飛んだのです。それがどういう

わけかわかりませんが、だんだん習熟していくべ

きものが、事故が増えてくるという妙な因果関係

うようなことを対象として、機械のほうも頑張る。 があって、これはやはり一つには、私みたいなの

しかし、それを使う人間のほうも、また機械だけ が会長にいるからいけないのでありまして、従事 戸時、

ではできないような、ほかの人とは違った成果が している方々にも、精神的な責任感をきちんと持

上がるような使い方を工夫していくという競合関

係を絶えず維持していくことが必要ではないかと

考えているところです。

最近、日本人が自信を喪失しておりますけれど

も、本来、非常に繊細な神経を持っていたのです。

残念ながら、鉛筆削りあたりから、だんだん凋落

していくのですが、そういう素地はあるので、ぜ

ひもう一遍呼び覚ましまして、繊細な神経ですば

らしい最新鋭の機械を使うということを、この日

本の中に再び生んでいく必要があると思っており

ます。

これもちょっと差し障りのあることを申します

が、亡くなられました向坊先生に、たまたま原子

力産業のほうも面倒を見るように言われたわけ

で、何か、私が売り込んだということを言う人も

いますが、そのようなことは全くないのでありま

す。ほんとうは原子力は大嫌いだ、ったのですから。

しかし、なくては困るので、嫌だけれども使わな

ければならないので、仕方がないというのが私の

本音でございます。この間も、東電の前の社長さ

んでしたか、あいつは原子力が嫌いなのだとおっ

しゃったという話を聞いたのですが、嫌いには違

いないですが、使わないといけないということも

よくわかっているつもりです。

そんなことで、いろいろやっているのですが、

私が高等学校の寮に入ったときの同室の一年先輩

が、たまたま福島第一原子力発電所の所長をやっ

8 

たせるとか、あるいは、そういう繊細な注意を絶

えず持ちながら運転をするということを指導しな

ければいけないと思います。

いろいろなことを声明するわけで、今度も、原

子力関係には研究費はあまり出ないということに

決められてしまった。非重点に組みかえられてし

まいました。海洋開発もそうです。たまたま今朝、

潜水艦の一部がなくなっちゃったようですが、宇

宙開発もそうですね。この三つが非重点に移され

たわけであります。むだなところを切ることには、

やぶさかではございません。しかし、それはほか

のところにもあって、バイオだ、って随分むだなこ

とをやっていると伺っております。全体をまとめ

て、声明を出さなければいけないのでございます。

原子力の場合ですと、やはり事故が増えている。

事故と言ってはいけない、 トラブルと言えという

話でありますが。そういうことが増えたことに対

しては、やはり我々も含めて、その仕事に従事し

ている人間の気持ちを引き締めるということをや

らなければいけませんし、それを声明文の中に入

れようとするのですが、見ていると、とかく何遍

もやったり取ったりしているうちに、だんだん削

られてしまってなくなってしまう。また改めて書

き足すというようなことをやっていて、一つは、

自分たちの職業責任を非常に考えなくなったとい

うことが、実は事故だけではなくて、ほかのとこ

ろもあるのではないかと。自分たちの技術を世界

~ 
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向、

ーのものに上げていこうという気概を、日本人自

身が取り戻すことが、この物づくりに対して一番

大きな加速材ですし、また、そういう気持ちを持っ

ていかなかったら、これは日本の産業自体が危な

くなってしまう。

ソフトだ、って、日本人にも、 トロンなどが出て

きており、先行き、双方向の才能も花が咲いてく

ることがあろうかと思います。やはり、あれもハー

ドから出てくるのですから、ハードに対して独特

の見方を持っている国民がソフトをいじれば、そ

こからまた新しいものが出てくるのであります。

学問というのは、現場応用のたぐいのところか

ら出てくる。そう言うと、日本では非常に嫌われ

るのですが、私どもが師父と仰いでおりますロー

ド・ケルビンが、グラスゴ一大学の物理学の教授

に就任したときには、年は22歳でございます。今

でも残っているところはあると思いますが、日本

の大学の先生とは違い、イギリスの大学教授は、

当時、一学科に一人であります。 22歳で就任して、

40歳、 50歳のレクチャラーの方々を指導して、ケ

ルビンは業績を上げたわけです。つまり、大変な

天才児を抜いてきて、教授にするというのがイギ

リスのやり方でございます。そのかわり、これは

独断専行であり、非常に強力な権限を与えるので

あります。そういうやり方に徹底しております。

ただ、困った変なのを入れてしまったときには、

ちゃんと排除する手続きもあるようですが、数々

り上げるというふうに改良しました。牛や馬とて

大変気の毒ですから、結局、それにかわるものを

つくろうとしたのがパパンです。最初は、ピスト

ンをつくって、シリンダーの中に入れるのですが、

中に水をためておいてから、たき火であぶるわけ

です。蒸発して、水蒸気になって、プレッシャー

が出るから、ピストンがすっと伸びるのですが、

うかうかしていると、ポーンと飛び出してしまい

ますから、この抜けかかったところで、慌てて外

からバケツで水をかけたのです。すると、蒸気が

凝縮して、これが収縮しますから、また戻ってく

る。そのときに、縄を外して、また少し下へ落ち

ないように、 トロッコにつっかえ棒をして置いて

おいて、縄をつけかえて、その次に今度はもう一

遍、たき火であぶるときに、これが引き上がるよ

うにするというような、それは話すだけでも舌を

かみそうな面倒な作業をやっていたのです。それ

でも、みんながありがたがったんですね。

結局、それを見て、蒸気を別の釜につくってお

いて、たき火であぶるのではなくて、蒸気のほう

からノ'¥)レフーを使って、パッとあけると、シュッと

シリンダーの中に水蒸気が入るようにしたのが、

ニューコンメンであります。最後にジェームズ・

ワットが、吹き出すときにバルブをあけて、吹き

出させてしまう。水をかけたのはやめて、吹き出

すときに、バックプレッシャーにならないように、

冷却した板に、その水蒸気が当たるようにして、

の成功があるo もっとも、失敗したものは、あま そのとき、急速に凝縮するようにさせたという、

り歴史に残らないのですが。 いわゆる凝縮器というものを考えたのでございま

ロード・ケルビンが何をしたかというと、これ

も日本では非常に間違ったことを言われていま

す。蒸気機関をつくった人はだれかというと、パ

パンというフランスから来た人なのです。あの辺

は鉱山町ですから、毎日、穴の底に桶を担いで入っ

ていって、そこにたまった水を桶に汲んで、狭い

坑道を身をよじりながら上まで、持って上がる。そ

の水を組み上げたところで作業が始まるわけです

から、大変な苦労をしていたのです。鉱石にして

も、石炭にしても、上まで上げるというのは大変

な努力だ、ったのですが、だれか知恵者が出まして、

車軸を立てておいた車輪に、ぐるぐる一日中、牛

や馬を回らせておいて、下からトロッコを引っ張

す。

日本は、なぜか、みんなジ、エームズ・ワットに

なってしまったのですが、日本人というのは最終

的な製品にばかり興味があって、最初の製品には

あまり興味がない。それは後から、よくなるに決

まっているのですが、最初の発想がなかったら、

後は出てこないというふうにはなかなか思い至ら

ない点があり、最後のところだけに興味を持つと

いう性格が強いのかと思います。

ところで、ケルビンが出る幕がなかったのであ

りますが、ケルビンが何をしたかというと、これ

に設計理論をつけようとした。それまでは、どこ

のだれさんがシリンダーの直径を何インチにした
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らどうなったとか、ストロークを幾らにしたら、

どうなったとかというようなことを話す。それを

また聞き伝えて、では、自分たちも、それと同じ

ようなことをやろうということで、だんだん改良

が進んでいったわけで、、この手続きも、決してば

かにはできないのであります。大体こういうこと

で、人類は大抵の仕事をやっている。後から理論

づけをやる。理論が先に出たというのは、まずあ

まりないのです。私が知る限りではショックレー

のバイポーラトランジスターほか、数件でありま

す。それぐらいに、人間の努力でいろいろやって

みるという技術功績というものは、大変大きいと

いうことを考えてみないといけないのです。そう

いう意味では、物づくりでございます。

これをやっていくうちに設計理論ができたとい

うのは、工学的な成果ですが、実は、このときに

熱力学という新しい学問を建設いたしました。つ

まり、大きな学問、新しい分野をケルビンは産業

界に立脚して、そこからっくり上げたということ

です。ですから、応用ばかり軽蔑する方がいらっ

しゃいますけれども、その応用の中から新しい基

礎学問の展開をやったのが、このケルビンの熱力

学であります。ランキンという人が、この仕事な

ども、機械のほうではよく使われるのですが、非

常に仲が悪かったのですが、ケルビンのグループ

にいたのです。

このごろ、よく間違えている人がおりまして、

この間もある新聞に、産学協同というのは、企業

の人と酒を一緒に飲むことであると思っている人

が大勢いるのではないかということを書いたら、

やはり思い当たる人がいたと見えまして(笑)、

いたく喜んでくれた方がいたのです。怒った方は

電話をくれませんでしたが。そんな誤解すら生じ

るように、産学協同というのは、上っ面だけになっ

ているということですね。

ついでに申し上げますが、ケルビンのその次の

仕事というのは、大橋先生や電気の方々は、よく

ご存じのことでありますが、通信工学の第 1時間

目の講義は、ケルビンの電信方程式(テレグラム

・イクエーション)というので始まるわけです。

これは、ケルビンのオリジナルだけではなかった

のかなとは思うのです。ちょうどそのころに、ドー

10 

バー海峡の底に電線を 2本沈めまして、フランス

側で電池をつなぐと、イギリス側でメーターが振

れるo 電池を切るとメーターが落ちますから、そ

れによって、モールス符号みたいなのを送ったん

ですね。これは海底ケープル電信の第 1号でござ

います。向こう側は晴れた日は見えますから、あ

まり基礎的な研究もなしに、これはできたのだろ

うと思います。それを聞いたケルビン先生が、早

速、そのときの電流・電圧というものがどのよう

に伝搬するかを、偏微分方程式に表現をいたしま

した。二つの IとVに対する対になったような

理論式を発表したのです。これを我々は最初の時

間に教わりまして、この 2本の電線を信号が通過

していくときに、どんなふうになっていくのかと

いうことを講義を聞いてやる。今でも、その 2本

の線を使った信号というのは多いわけですから、

数値解析をやれば、大体のことはそれから出てき

てしまうのです。例えば、聞を変えるとどう変わ

るとか、線の太さを変えたらどうなるかというこ

とが、みんな、ケルビンの電信方程式を使えば、

原理的には出てくるわけです。

ところが、ケルビン先生、ちゃんと基礎までつ

くったのですが、今度は、ただではおさまらず、

その式を使って、アメリカからイギリスまで、ま

たはイギリスからアメリカまで電報を打つのに

は、どんなケーブルをつくったらいいかというこ

とを計算した。その結果をひっさげて、イギリス

政府に、イギリスからアメリカまで電報が打てる

ように電線ケープルを沈めたいので、その予算を

出せと言った。自分が責任者になりますと。また

イギリスの政府もイギリスの政府で、これに全額

出したのです。ところが、さすがのケルビン先生

もまずかったのは、被覆材料がまだ十分にできて

おりませんで、海水が浸透していって塩分が入り

ますから、錆びて電線が切れてしまった。 7本固

まで全部切れて、失敗いたしました。 8本目になっ

て、ょうやく成功するのです。それを、いろいろ

工夫して、もちろんやっていったわけですが、陸

上でテストしたのと、実際、海底に沈めてやった

のでは一今度のケープルが切れたというのは、た

またま、「かいこう」とかいう潜水艦の親機との

聞に起こったわけですが、ーやはり海底になりま

《
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すと、サメなんかがいて、あれはケーブルが大好

きなんですね。日本の光ファイパーケープルに時

間がかかったのは、サメがすぐ食うものだから、

サメの食わない材料を見つけるのが大変だったと

いう話を伺ったことがあります。とにかくケルビ

ンの時代には、何がどうだ、ったかわかりませんが、

海に沈めても、実際、なかなかうまく動かなかっ

たことになるのです。

それにもめげず、 8回目にーまた、出したイギ

リス政府もイギリス政府ですが-至って、ついに

成功した。この問、ちょっと別の文章をくださっ

た方がありまして、そのケープルを積載するため

に、世界最大の船をつくって、ケープル敷設船と

して働いているというのです。今、ケープル敷設

船というのは非常に小型ですが、北大西洋の荒波

の中で作業することは大変だ、ったと思いますし、

責任上、グラスゴ一大学の職員が一人、その船に

乗せられていました。まあ、ケルビン先生は乗ら

なかったからいいようなものでしょうが、あの

木っ端船に乗せられて、タイタニックでも出まし

たような、すごい海を航海した大学の先生は大変

な目に遭ったのだろうと思います。こうして、世

界最大の船までつくって、やっとできたのであり

ます。

その後、海底ケープルという、当時としては非

常に新しい技術開発に成功しているのです。もち

ろん、この問、いわゆる伝送理論というのが、こ

こからできてきましたし、これをまたケルビンが

きっかけをつくり、ケルビン自身もやっているわ

けですが、新しい学問テリトリーをつくり上げた

ということになるのであります。

本来の産学協同というのは、物づくりもその一

端になるわけですが、その中から新しい学問を建

設するということを展開するようにならなけれ

ば、ほんとうの意味の実績が上がったとは言えな

いと私は考えております。いかがでございましょ

うか。

そういう意味で、過去の実績を見ますと、この

物づくりというものを応用として見た場合には、

そこから大変すばらしい基礎が展開されている。

また、ソフトのほうも、そういう物づくりの中か

ら新しいアイデアが出てきて、これがソフトの世

界に展開をする。また逆にソフトの世界のいろい

ろな新しい考え方がハードの中に入り込んでき

て、また、ここに展開が起こるというのが、本来

なのでありますし、また、これを目標として、我々

は今、新しく仕事を展開していかなければならな

いと考えております。

ちょっと釈迦に説法でございますが、私どもに

は、さっぱり最近の経済問題がわからない。余計

なことを言っているためかもしれませんが、今、

シンクタンクの審議会ができまして、私が座長を

させていただいているのです。過去の実績がある

方ということで、下河辺先生とグレゴリー・クラー

ク先生をお呼びして、この問、お話を伺ったので

す。実は岩手県立大学の一つの学科、これは、い

わゆる総合計画を立てる人たちを養成しようと、

総合政策学部となっています。名前は慶応のイミ

テーションですが。初めは、そんなことを知らず

に、将来に対する予測をやる学問を日本に育てな

ければいけないと思いやったのですが、ほかの大

学を見に行った方が喜んで、帰って来て、慶応に同

じものがありましたというわけです。名前まで慶

応と同じにしてしまった。私は逆にがっかりした

のです。それは一つだけあればいいというもので

はありませんので、そういう意味では、がっかり

してはいけないのですが。

そのようなことをやっていることもあったので

すが、やはり、なるべく定量化しなさいと言うの

です。ところが、お二人とも、定量化はやるもの

じゃないとおっしゃるのです。私は、ピーンと来

たところがありまして、私が定量化をしないとい

けないと言っているのは、自己反省のためであり

ます。つまり、いろいろな考え方で結論が出てく

るo それを量的に出しておくと、その後、具体的

に世の中が進行していくわけですから、自分の出

したスペキュレーションカ宝当たっているか、当

たっていないかということが、すぐわかるのです。

当たらなかったら、自分の学聞がまだまだ未熟な

のだと，思って反省をしないといけない。自己採点

のために、私は言ったのです。 1けた目は当たっ

たけれども、 2けた目が当たらなければ、やっぱ

り、これはいかんぞと思わなければいけないので

あって、数量化というのは自己採点のためにやる
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と申し上げたら、お二人ともわかってくださった

ようです。

今の経済を見ると何だかわかりませんが、いろ

いろな式を私どもが見ると、こっち側を、こうい

う方向にしたら、進行しない式を使って、こっち

側を計算していらっしゃる方がいっぱいいらっ

しゃる。物をつくれば売れるのは当たり前ですが、

つくれば売れるわけではない。そういう式を見て

いますと、つくれば売れることになっているんで

すね。これは式と現実とが必ずしも一致していな

いのですが、そういう類のことがかなり入ってお

ります。私どものような素人が見ても、そのこと

に気がつくところがございます。私みたいな素人

が、そんなことを言うから、後でお灸を据えられ

るのですが。

とにかく、新しい数量化した経済学というもの

をやらなければいけない。思い出してみますと、

こういう数量化した式で経済を考えていく学聞が

でき上がりましたのは、もちろんケインズが元祖

です。ケインズは、銀行のことしか考えていなかっ

たかと思いますけれども、しかし、銀行だ、って、

自分のお金を貸した会社がちゃんと正常に運転し

て、そこの生産実績が上がり、その利益が銀行に

利息として帰還されるという状態にならなかった

ら、健全な銀行運転ではないわけです。聞くとこ

ろによりますと、日銀からもらった金を、そっく

りアメリカの銀行に預金して、その利息で日本の

銀行は動いていると言った人もいるとか、うそか、

ほんとうか、私は知りません。これでは、銀行じゃ

ないですね。ということですと、やはり、その辺

をよく考えないといけないと思います。

近年、特徴とすべきは、会社が不況で苦しんで

いるときに真っ先にやられたのが、驚いたことに、

いわゆる研究開発部の縮小とか閉鎖であります。

これから不況を脱出しようというときに、今まで

の商品をつくっていたのではダメなのです。今申

し上げるまでもなく、すでに中国の安い人件費で

物がどんどんでき始めています。

昔、インドに行ったときには、この国は絶対、

工業化はできない国だなと私は，思ったのです。と

ころが、近年行ってみますと、マドラス地方の人

たちというのは、ちょっとインドの中でも変わっ

12 

ていると思うのですが、あの辺が軸になって、全

インドが今、どんどん工業化に歩き始めているの

です。隣の国がやるとやる、つまり、そんなに難

しくないんだということになるのかもしれませ

んo 身近なところの人たちがやると、自分たちも

やれると思うらしい。マドラスが始めると、じゃ、

おれたちもやるかということになってくるのかと

思います。このままいけば、アフリカまで、これ

は工業生産国になってしまうのではないかという

気がいたします。そうなると、食糧生産も一つの

ピンチが来るだろうと思います。

いずれにしましでも、安い人件費の工業品がど

んどん流れ込んでくる。自動機械ができておりま

すから、相当のことは、これを使った人たちが、

どんどんつくるようになってまいります。そこで、

手先が器用な人たちが減っていますから、日本が

今までと同じ物をつくっていたのでは、これは全

く競争にならないと思うのです。

そうなると、やはりどこでもつくっていないよ

うな製品を生み出していくことが必要です。そう

いうものをつくって、どちらかといえば、少し高

く売るということをやらなければ、日本の高い人

件費一つまり、逆に言えば、日本人がもうちょっ

と仕事としては高度なことを、一人ひとりがやる

ようになっていなければ、高い月給を甘んじて受

けているわけにはいかないのです。要するに、そ

こには矛盾がありますから、必ずどこかが崩落し

てくる筈です。ということから言えば、日本人一

人ひとりの能力を発揮することを、もっと強烈に

やらなければならない筈ですが、その最終的なと

ころは、日本の中で、よそでは絶対できないよう

な新製品をつくっていくことだろうと思うので

す。それをやるべき研究開発部をクローズする。

私が一番驚きましたのは、マツダ自動車さんが

人減らしをやる、目標は7，000人、主な対象は研

究開発部だということです。いろいろ批判もござ

いますけれども、あのロータリーエンジンという

のは、『プロジェクト Xjにも出たほど、一つの

大きな功績があったものです。ドイツ人の友達と

話をしていたら、アウデイというのは嫌な会社だ。

おれは、大嫌いだと言うのです。ロータリーエン

ジンの特許は取ったものの、自分では全く工業化

起へ

局、
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炉、

しようとはしなかった。マツダからしこたま金を

取って、マツダにやらせている。その金を使って、

自分たちは普通のレシプロエンジンをつくってい

るのです。だから、同族のドイツ人でも批判をし

ていたのです。そういう感覚がドイツ人でもちゃ

んとあるということは、我々にとっても大変にう

れしいことですが、その歴史と伝統のあるマツダ

の研究開発部が縮小される。しかも、また翌日に

出ましたね。 1日のうちに6，800人もの希望退職

者が出たので、慌てて締め切ったo やめる人は一

体何を考えてやめるんだろうと、そこが私にはわ

からないのです。

私も非常に悲しい思いがしたのですが、その後

も、なかなかあとを絶たずにこういうことが行わ

れている。やはり、技術者のほうも自分の仕事に

責任を持ち、プライドを持って、また、プライド

だけではなく、実際に毎日毎日、進歩向上させて

実績を上げていなければ、こういう形になってし

まうのだと思います。

物づくりも全く同じことです。その源泉にある

のが、やはり物づくりでございます。ただ抽象的

なことで特許を取っても、アウデイみたいなこと

になるので、それを具体的に実際につくってみるo

そういうところに金属技術や、その他の技術の付

帯的向上があるのです。材料と技術というものが、

ある意味では、常にせめぎあいながらお互いに協

力しあって、この現在の技術社会が実現されてい

るのです。対抗しながら力を合わせて、この物づ

くりも、抽象的なものと、おのおのバランスが取

れて伸長しなければいけないのであります。

日本が一体、これから、どうしていけば再起で

きるのかということを考えると、私は甚だ、がっく

りしているところです。再起するにしても、これ

は大分、時間がかかると，思っております。しかし、

それだけに徹底して立ち直りをやらなければなら

ない。いろいろな方々に、お力を借りながら、現

在、学校の教育制度のほうも、今のうちにいじら

なければいけない。基本的には、今までの教育の

やり方というのは、画一主義だと私は考えており

ます。これは覚えておけ、これは覚えちゃいかん

とまで言われるぐらいやられるのですね。結果的

にそうなるのでして、先生の種本に書いてないこ

とを聞くと、先生は答えられないのです。

そのうちに、子供が、円周率は3.14と言ったら、

先生は、パッテンをつけるんじゃないかと思うの

ですが、これは真理を教えないで、虚偽を教えるわ

けですから、大変なことです。私は、せめて「約

3Jにしらどうですかと言うのですが、結局、「約J
をつけないで、すね。今に、日本のサイエンスはお

かしくなってしまうのではないかという気がいた

します。画一化ということ、みんな同じ返事をさ

せるということ、それよりレベルの高い返事をし

てもパツであり、低ければもちろんパツで、必ず

同じ返事をする。昔から言われていたとおり、大

量生産の国家をつくるには、みんなだれに聞いて

も同じ返事をするということが大事だという話が

出ておりましたが、これではクリエイションは出

てこなくなる。

やはり、現在の生活レベルを、もちろん維持し

たい。皆さん方、お一人残らず、生活レベルを下

げては困るとお考えになっていらっしゃると思う

のですが、しかし、現実には、これだけの生活レ

ベルを保っていることには矛盾があるわけです。

もう少し我々自身がレベルを下げて生活をするこ

とを考えなければ、今の日本の経済状態に対応し

た生活をしているとは言えなくなると思います。

それはそれといたしまして、急速に技術レベルを

上げて、世界中でできないものを日本がどんどん

生み出していくような組織に改編しなければいけ

ないと思うのですが、いかがでございましょうか。

そうなれば、日本から出てきた製品を外国が奪

い合って買ってくれる。輸出をして怒られるのは、

ほんとうの貿易摩擦ではないので、これから日本

人が目標にすべき貿易摩擦は、売らないがゆえに

しかられるようにしなければいけないと私は考

え、言っているところです。

日本人には十分に、それだけの資質があると思

います。しかし、なかなかお互いに認め合わずに、

むしろ日本人の中で出てくるのがあれば、蹴とば

したり、叩いたりすることが多いのです。これか

らは、日本人一人ひとりが持っているすばらしい

ところをうんと伸ばして、その結果、世界の人と

比べてみて、何でもトップは日本人だと言われる

ぐらいに日本人の才能に花を咲かせたときに初め
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て、日本は安泰な成長が遂げられるということに

なると思いますが、いかがでございましょうか。

今までのように画一化したり、あるいは出る杭

を打ったりしているようでは、これは資源が全く

ない日本というのは存在し得る理由がなくなって

くると思うのです。唯一あるのは、日本人の頭で

あります。心であります。頭と心と両方が、ちゃ

んとバランスが取れていなければいけませんし、

もちろん美的感覚というものにも、工業は大いに

関係があります。そういうものもひっくるめて総

合的に、世界の人たちが日本の工業製品を見て魅

了されるようなものが、次から次へと継続して生

まれてくることが必要ではないかと思います。

私はいつも、現在稼動中の日本のオリジナル商

品は、三つあればいいと言うのです。そんなにた

くさん数をつくろうと思っても、これは無理であ

ります。これは分業が要るんですね。そういう方

向に向いた人たちに、どんどんやってもらう。ま

た、それを助けるのが達者な人が大勢いるのです。

自分の才能に応じた分業をすることによって、日

14 

本の社会が成長する。お互いに競争も結構ですけ

れども、フェアプレーでないといけない。運動選

手とか、武道の練習のときに、まず相手に対して

頭を下げてからはじめる。また、終わるとお礼を

言うのです。相手が強ければ自分も頑張りますか

ら、いい記録が生まれる。自分の天分発見に相手

が協力をしてくれるわけですから。したがいまし

て、仕事が終わったときに、ありがとうございま

したと。あなたと一緒に走れたので、今まで出せ

なかったような、いい記録が出せましたと、お礼

を言う。これがスポーツだと思います。このスポー

ツ精神を科学技術の世界にも導入していき、君と

張り合ったがゆえに、これだけいいものが自分の

ほうはできたよ、ということをお互いに快く話し

合えるような技術社会をつくっていくということ

が、一つは基本にあるのではないかという気がい

たします。

まとまりのないお話をして、どうも恐縮でした。

(拍手)

局ヘ

向 1



講 演

伝統繊維から自動車に至る産業技術
-技術の伝承・発展・ 総合化への修練の道一

司 会 次に「伝統繊

維から自動車に至る産

業技術一技術の伝承 ・

発展 ・総合化への修練

の道一」ということで、

産業技術記念館の館長

の加藤様にお願いした

いと思います。

加藤広樹様は、 1969

年 3月に名古屋大学経済学部をご卒業になりまし

て、 4月、 トヨタ自動車工業に入社されました。

元町工場で、工務部、調査部、渉外調査部、総務

部、歴史文化部を経られまして、 2002年 4月から、

産業技術記念館の館長に就任されておられます。

では、よろしくお願いいたします。

加藤広樹 ただいまご紹介いただきました産業技

術記念館の加藤でございます。本日は、 このよう

な席でお話をさせていただきますことを大変光栄

に存じております。

おそらく、お集まりの多くの皆様は、このテー

マで、なぜ産業技術記念館が山てくるのかという

ことで、大変不思議に忠われていらっしゃるのでは

ないかと思いますので、初めに、私どもの記念館

の概要につきまして、簡単にご紹介をさせていた

だきたいと思います。お手元に、パンフレット他、

たくさんお配りさせていただいておりますが、主

として、ガイドブックに基づいて、お話をさせて

いただきたいと思います。

1 産業技術記念館について

最初に、私ども記念館の所在する場所でござい

ますが、ブルーのパンフレットの裏面をごらんい

ただきたいと思います。ちなみに、このパンフレッ

トは12カ国語を用意 しでございますが、名古屋市

加藤広樹(産業技術記念館館長)

のT!!i北約 2キロ、歩いて20分のところにございま

す。ここに豊田佐吉が、明治44年 (1911年)に、

自動織機を開発するための実験工場としての豊田

自動織布工場を建設いたしました。ここで、 佐吉

は織機を開発しながら、開発した織機で布を織り

販売し、開発資金を稼ぐという生活を送っていた

わけでございますが、その織機でつくった布の品

質の良し悪しをチェックするときに、自分が開発

した織機に原因があるのか、材料である糸に原因

があるのか、よくわからないということで、彼は

糸を紡ぐ紡績工場を建設いたします。これは当時、

6，000錘という大変零細な規模でございまして、

周囲は大反対をしたということですが、その反対

を押し切って、彼は紡結工場をっくります。これ

が大正 3年 (1914年)でございます。

幸いなことにといいますか、第一次世界大戦が

勃発して、海外からの綿糸ですとか、綿布の輸入

が途絶えますので、国内の{llIi格が上昇いたします。

そうしたことから、零細な紡績工場も十分採算が

取れるようになり、紡績工場と、それに次いで、

織布工場も建設して、繊維産業としての事業が軌

道に乗っていくことになります。それで・大正 7年

に、車田紡織株式会社、これをつくるわけで、す。

この豊田紡織株式会社のとき に、後ほどご説明い

たしますが、 G型自動織機を発明して、これを生

産 ・販売する会社としまして、愛知県の刈谷と い

うところに、大正15年ですが、豊田自動織機製作

所を設立いたしました。この豊田自動織機製作所

の中に、 H百手[18年になりますが、自動車部をっく

り、これがUEl;fU12年にトヨタ 自動車工業株式会社

として、分離独立するわけでございます。

こうした豊田自動織機製作所とか、 トヨタ自動

車工業株式会社、この二つの会社の設立総会を、

現在、私どもでは、 トヨタグループ館と呼んで、お
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資料 1 トヨタグループ館

産業技術記念館

(ガイドブック 200ページ)

りますけれども、 これは当時の豊田紡織本社の事

務棟でございました(資料 1)。 ここの 2階で設

立総会を聞いております。したがいまして、 トヨ

タグループのもとになりますのが、盟国紡織株式

会社でございます。そして、 トヨタグループの系

譜図(資料 2)をお載せいたしましたが、この立

回紡織株式会社から、現在はトヨタグループ13社

ということになっておりますけれども、このよう

に今日のグループ各社が生まれてくるわけでござ

います。したがいまして、私どもの産業技術記念

館のある場所は、 トヨ タグループ発祥の地という

ことになるわけでございます。

そして、大正初期の赤レンガの本社工場の建物

がずっと残されてまいりましたので、このグルー

プ13社でも ちまして、共同事業と して、武重な産

業逃産を保存する事業を、IIB和62年から|荊始して

おります。

あとは、その保存する建物をどのように利用す

るかということですが、これは産業技術史や産業

考古学の先生方からお知恵もちょうだいしなが

ら、検討を進めましたが、基本的には、 トヨ タグ

ループが携わってまいりました繊維機械と自動

車、この二つを事例に、物がどのようにつくられ

るのか、また、そうした技術がどのような変巡を

たどっているのかを、特に若い方々にごrZいただ

くために展示を企画したわけで、ございます。

こうした展示の企画をする背長には、私どもの

トップの物づくり に対する考え方がございます。

当館の理事長は、豊田英二と申しますが、彼がIIs

16 

和61年、当時、経団連の副会長の折に、経団連恒

例の夏のフォーラムがございまして、そこで、講演

を行っております。そこで、製造業の重要性につ

いて述べておりますが、昭和61年当時という こと

になりますと、ご承知のようにパフ.ル経済のとき

で、財テク等がもてはやされたときでございます。

そうした風潮に対しまして、彼は、このようなこ

とを言っております。「いわゆる余剰資金の運用

が注目され、またそれを評価する向きもあります

が、このような経済は長続きいたしません。基本

的には、どの国にも負けない生産基離を絶えずっ

くり上げていく ことが、我々経営者に付託された

大きな謀題であるJと。このように述べており、

ものづくり こそが価値を生み出す基礎であり、人

類発展の源であるという強い信念があらわれてい

るわけでございます。

また一方、近年、これは先生方のほうがお詳し

いと思いますが、若い方々は、進学に閑しまして

も理工系離れですとか、あるいは大学からの就職

に際しても、製造業離れという傾向が著しくなっ

ているわけですが、そうしますと、将来の物づく

りを担う人々の減少というのが愛感されるわけで‘

ございます。したがいまして、特に若い方々 に、

ものづくりに関心や興味を持っていただき、さら

にものづくりの役割や大切さをご理解いただきた

いと。そうした趣旨から、先ほど申し上げました

ように、記念館の企画をしたわけで、ございます。

また、グループにおきましては、ものづくりの

主体が人ですから、ものづくりは人の育成に行き

着くのでございまして、「ものづくりは人づくりJ
というふうにグループでは考えております。こう

した点からも、特に若い方々、感受性のi泣かな小

学生とか中学生を対象にして、展示を企画してお

ります。ご参考に、この産業技術記念館のスタデ

イーブックという ことで、緑色のパンフレットも

準備しておりますが、これは小学校の先生方とお

話し合いをする中で、こうした小学生向けのパン

フレットも用意させていただいております。

ご理解を深めていただくために、展示の特徴に

ついてちょっ と触れさせていただきますと、当館

の盟国章一郎副理事長、現在のトヨタ自動車名管

会長からは、「この記念館は、現在の物づくりと
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資料3 織物を織る基本操作

砂 TJ. 

③よこ打ち

たて糸を上下に分けて広げる。 関口したたで糸の間に符でよこ糸を

通す。
ょこ入れしたよこ糸を援で総前(糸と織

物との境界)まで押しこむ。

技術をご理解いただくものであるから、常に未完

である。また過去の歴史をさかのぼってみると、

現在をよく理解することができる」と、設立当時、

ご助言がありましたので、展示は現在の技術を中

心として、あわせて、現在の技術をご理解いただ

くために、過去の技術も段階を追って展示いたし

ております。

申し上げるまでもなく、現在の技術は過去の技

術に立脚しているわけで、して、基本的には、原理

は昔も現在も変わっておりません。(資料3)昔

から、布を織るということになりますと、 三つの

要素といいますか、 三つの工程から成り立ってお

ります。縦糸をあける「開口」と、あけた縦糸の

聞に横糸を入れる「横入れ」というのがございま

す。入れた横糸を、成(おさ)で打ち込む作業と

いうこ とで「横打ち」というふうに呼んでおりま

すが、こうした三つの工程がございます。しかし、

現在はシャトルを使わずに、ウォ ータージ‘エツト

織機とか、エアジ、エツ ト織機を、現在の技術とい

うことでご紹介しております(資料 4)が、 1分

間に700~1， OOO@ほど、大変高速なスピードであ

ります。私どもは新幹線並みの速さという ことで

ご案内をさせていただいておりますけれども、そ

うした速さで材i糸が入り、布が織られていくわけ

ですから、それを見て、どのように布が織られて

いくのかを目で見て理解することは、ほとんど不

可能で、ございます。ところが、過去の技術という

ことで、佐吉の発明しました人力織機から動力織

機、それをごらんいただきますと、そのスピード

は非常に遅いので、目で、追って、布がどのように

織られていくかを理解していただくことができま

す。さらに佐吉が発明しま したG型自動織機、

これはさすがに高速化し、たしますが、 1分間200

18 

(ガイ ドブッ ク 18ページ)

間前後の速さで相{糸が入るわけですけれども、こ

れをごらんになった上で、そのウ ォータージェッ

ト自動織機とか、エアジ、エツト自動織機、現在の

最新技術に基づく織機をごらんいただきますと、

原理が同じであるという ことから、どのように布

が織られていくかということを推測していただけ

ると思っております。

したがいまして、このように現在の技術をご現

資料4 ウォータージェット織機と

エアジェッ 卜織機

豊田工アジェッ トルームJAT600ーT型

'!I.":-: 

(ガイ ドブック 45ページ)
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解いただくために、過去の技術を段階的に展示す

るとともに、実際に機械を動かしてごらんいただ

く。このようにしておりますのが、当館の動態展

示と呼んでおりますけれども、大きな特徴となっ

ております。現在、 250点の機械を含む4，500点を

展示しております。

少し PRが過ぎたかもしれませんけれども、紡

織から自動車ということになりますと、グループ

における、これまでのものづくりの歴史といいま

すか、技術の歩みということでもありますし、ガ

イドブックをごらんいただいておわかりのよう

に、当館の展示内容にマッチしていると考え、お

引き受けした次第でございます。

もいろいろ誕生しており、ご紹介いたしますと、

自動車のスズキさんの前身の鈴木式織機、ここが

明治42年に設立されております。それから、エン

シュウさんの前身でございます遠州機械、ここも

大正 9年に設立されておりまして、このように浜

松では繊維の製造業が発達して、その技術を用い

て、後にオートバイ等の製造業が発達していくと

いうわけでございます。

このような浜名湖といいますか、浜松の近くに

生まれ育った佐吉が、なぜ名古屋のほうに、愛知

県に出てきて、織機の開発をするようになったか

と。私も大変疑問に，思って、いろいろ調べてみま

したけれども、やはり基本的には、愛知県という

後ほどお話もさせていただきますけれども、当 ところが綿業の先進地域であったからではないか

館では、自動車創業当時の工場を再現いたしまし と思っております。といいますのも、延暦18年(799

て、当時使用した工作機械なども展示してござい

ます(資料省略)。またさらには織機製造から自

動車製造に共通する技術、特に金属加工技術です

が、具体的には鋳造、鍛造、切削加工、これの実

演も時間を決めて行っております。本日は、そう

したことに関しましては直接ごらんいただけない

わけでございますが、ものづくりについての考え

方等につきましても、私見を交えましてお話をさ

せていただきたいと思います。

年)に、コンロン人、これはインド人とも言われ

ておりますけれども、このコンロン人が三河、現

在の西尾市に漂着して、綿の種をもたらし、綿の

栽培が始まったと『日本後紀jに、記されている

のです。現に西尾市には、立派な天竺神社という

名前の神社がございまして、インド人が杷られて

おります。

そして、 16世紀の初めになりますと、 1510年の

輿福寺の『永世年中記jの中に、三河木綿という

名前が出ています。歴史に最初に登場するのは、

2 トヨタグループの「ものづくり」の歴史 この三河木綿ということで、尾張・三河地方が、

これは何といっても、豊田佐吉の自動織機の発 我が国で最初に木綿産業が定着・発展した土地だ

明に始まります。豊田佐吉記念館のパンフレット

をお配りしてございますが、佐吉の生まれ故郷は、

現在の静岡県の湖西市でございます。裏面に地図

を載せておりますので、ごらんいただきたいと思

いますが、最寄りの駅は東海道線の鷲津駅、ここ

からタクシーで10分ほどのところにございます。

現在は、豊田佐吉記念館として、市の文化財に指

定されております。東京から参りますと、浜名湖

を少し過ぎますと、右手のほうに記念館の母屋の

屋根をごらんいただけますが、年間約 2万5，000

人のご来館をいただいております。

この湖西市を含む浜名湖の周辺というのは、も

う皆様もご存じと思いますが、古くから、遠州木

綿で知られておりますように、綿業が盛んだ、った

地域でございます。浜松周辺では、織機のメーカー

と言われております。江戸時代になりますと、綿

の耕作ですとか、糸紡ぎですとか、機織り、木綿

販売等が分業化され、地域の基幹産業として地域

経済を担っていたと言われております。したがい

まして、当然、愛知県といいますか、尾張地方は、

織機の大きな需要地であったということが言える

のではないかと思っております。

さらに、尾張地方といいますか、愛知県は、尾

張藩以来、金属加工技術が進んでおり、明治にな

りますと、その技術をもとにして、掛時計の産業

が起ってまいります。名古屋は、我が国の掛時計

産業の 6割を占めるという一大生産地だ‘ったと言

われております。こうした金属加工技術を背景と

して、織機の製造業ですとか、麺類をつくる製麺

機の製造業など、初期の機械工業というのが明治

EAJ Information No.116/2003年8月 19



初期に起こってまいります。現在、名古崖をrl-l心

とする中部闘が、我が国の産業技術の中躯l遡域と

なっておりますのも、 こう した背対を抜きにして

は考えられないのではないかと思います。

こうした立地条件の名古屋に、立田佐古はIYJ治

29年 (1894年)に出てまいりまして、'bJ'顕け1し上

げましたように、織機の開発を行うかたわら、研

究資金を何るために、布を織る織布業を経常する

というわけで、ございます。

2 -1 佐吉の発明

それでは、グループの始祖とも言うべき佐官の

発明が、現在のトヨタグループに継承されている

とすれば、どのようなところなのか。そうした制

点から主な発明をお話しさせていただきたいと思

います。ガイドブックの34ページ(国産織機技術

確立への歩み)をごらんいただきたいと思います。

① 豊田式木製人力織機

ここに盟問式木製人力織機の写真(資料5)、

それから動力織機の写真もあわせてお載せしてご

ざいます。これは「棋打ち」を行う装i丘でありま

す筋(おさ)を、片手で前後させるだけで、交互

に棋ー糸が左右に入っていくということでございま

して、従来の手織りの織機と比べまして、 5 ~切ほ

ど生産性が上がり、同時に品質も向上したという

佐吉の枇初の、 23歳の年の発明でございました。

佐吉の学歴は、小学校しか出ておりません。そ

資料5 1890年豊田式木製人力織機

家

(ガイ ドブック 34ページ)
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の佐吉が対象を徹底的に観察するといいますか、

お母さんの機織り姿を終日、立ち尽くして見てい

たこと。見れば見るほど、おもしろくなってくる。

そうしますと、機の動き、機械の動く様子がわかっ

てくる こと。これが彼の発明姿勢であったわけで・

ございます。 トヨタ生産方式の辺、考原則、これは

対象物に「なぜ」を 5巨|繰り返すと言われており

ますけれども、それと相通じると思っております。

現場を熟知していないことには改普も何司lもでき

ないわけで‘して、現在、グループ各社に根づいて

おります、私どもは現地現物主義という言葉ーをよ

く使いますけれども、現場を大切にする風土、 こ

れは、 この佐吉の発明姿勢といいますか、研究姿

勢から生まれ育ったものではないかと思っており

ます。

また、この発明の転機となりましたのが、明治

23年、その年の春に、上野で聞かれま した内国勧

業博覧会でございます。これを佐吉は見に行きま

すが、ほとんど展示されているのは外国からの輸

入機械ばかりでございます。こうしたこと に大き

な刺激を受けて、発明に泌進をしたと言われてお

ります。後に彼は、綿業立国論をl唱えますけれど

も、外国に対する強烈な負けじ魂といいますか、

日本人の知能による世界への挑戦、 言葉-をかえま

すと、研究と創造で世界に貢献する、そうした志

を、この博覧会を見て、より強くしたのではない

かと思っております。この陣覧会を見て半年後の

発明でございました。

② 豊田式汽力織機

ガイ ドブックに解説文が載っておりますが、 こ

れは我が国初の本格的動力織機でございます(資

料6)。動力は蒸気機関という ことですが、この

発IYJにおきましてグループに継承されているとい

うことで、二つほど申し上げさせていただきます。

一つは、当時の輸入機械は、ほとんど鉄ででき

ておりました。したがいまして、大変前倒iな値段

がしたわけです。ですから、大会社の工場に輸入

機械が入っていたわけですが、佐古が発明しまし

たのは、木鉄混製でつくりました。木と鉄でつく

り、値段を輸入機械の10分の 1-20分の lという

大変安い値段で提供しております。したがいまし

て、 中小零細の織物業者に広範に普及して、我が



資料6 1896年豊田式汽力織機

(ガイドブック 34ページ)

国の綿織物の生産性の向上に大きく貢献したと言

われております。お客棟、ユーザーの立場に立っ

た物づくりといいますか、製作することの重要性

を伝えております。

もう一点は、動力織機に、横糸が切れたとき、

あるいはなくなったりするときに、自動的に機械

が停止する装世を盛り込んだということです。つ

まり、機械自らの判断で、不良品はつくらないと。

不良品が出そうなときには、機械が判断をして、

その機械を止めるという装置を盛り込んだわけで

して、その後のトヨタ生産方式の柱となる考え方

でございます「動きJを「働きJに変えるという

ことの大切さを、この動力織機から読み取る こと

ができるわけで、ございます。

③ 豊田G型自動織機

次に、豊田 G型自動織機(資料7)です。ガ

イドブックに詳しく説明してありますが、佐吉は

汽力織機の発明後、自らの理想とする自動織機の

開発を進めますが、明治42年には、世界で最初の

自動梓換装置というものを発明いたしました。そ

して大正13年 (1924年)、長男の喜一郎の協力も

得まして、それまでの特許に基づく自動化装世で

すとか、保護・安全装置など約24の装置を~{~り込

んだ、少し名前が長いですが、実!f，停11ニ符換式豊田

自動織機、いわゆる G型自動織機を完成させま

す。これは高速運転中に少しもスピードも落とす

ことなく、当然、品質を落とすこともなく、 横糸

の入っている梓を自動的にチェンジさせる技術で

ございます。これは当時、マジックルームといい

資料7 G型自動織機1号機

(ガイドブック 36ページ)

ますか、)~江法の織機と呼ばれた ぐらい、 |止界故高

の技術ということで評価されまして、日本のみな

らず、世界各国の繊維産業の発展に貢献したわけ

でございます。そして1929年に、 当時の世界最大

の繊維機械メーカーであるイギリスのプラ ット社

に技術供与するわけです。かつて佐吉は、 「日本

人は模倣の国民と言-われている。日本人は知能の

優秀なることを証拠立てて、この人間としての大

恥辱を'討がなくてはならぬJと強い口調で長官った

と言われてお りますけれども、日本人の力のみを

もって、 一大発明をなし遂げるという彼の志とい

いますか、~(が成就したと言えるのでございます。

また、 [1本の技術者にも大きな自信を与えたので

はないかと思ってお ります。

この G型自動織機は、f館報JVoJ. 30の表紙を

めく っていただきますと、巻頭言の中に少し触れ

られておりますが、産業革命後の世界の経済社会

に大きく 貢献した機械のーっということで、現在、

イギリスの科学博物館に、スティ ーブンソンの蒸

気機関車ですとか、 1965年のアポロ10号のカプセ

ル等と並んで、唯一、動態展示されております。

なお、集団運転の写真(資料8)を載せてお り

ますけれども、佐吉は、発明してから、実際に製

品として市場に出すに当たり、200-300台の試作

機をつくり、これでもって徹底的な営業的試験を

繰り返してお ります。これは品質上の不具合を見

つけるだけではなく、ユーザーの立場に立って、

操イ乍性で、すとか、あるいはメンテナンスコストで

すとか、そうしたものをしっかりチェックした上
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資料8 大正末期の豊田紡織刈谷工場内のG型自

動織機運転状況

豊田紡織刈谷工場における G型自動織機の集団運転の状
況で当時としてはきわめて異例の工場公闘がされていた。

(ガイ ドブック 39ページ)

で、市場に出しておりました。そこにも言葉とし

て出ているかと思いますが、こうした営業的試験

について、佐古は「完全なる営業的試験を行うに

あらざれば、発I~:Jの真価を世に 1m うべからず」と

述べておりまして、みずからがつくったものに対

する責任感、あるいは物づくりに対する姿勢 ・考

え方、こうしたこともグループ各社に継承されて

いる重要な点ではないかと思っております。

2-2 グループの「ものづくり」の歴史

最初に1'1:1し上げましたように、 ~m紡織が大正

7年にできます。これは織布業ですとか、糸を紡

ぐ紡績業、すなわち繊維産業を事業化したという

ことになるわけですけれども、その:rJi.栄を基離に、

ただいま申 し上げま した自動織機がHf.J発されて、
それを生産し、販売する会社として世田自動織機

製作所が誕生するわけで・す。そして、織機ばかり

ではなく、糸を紡ぐ機械であります紡級機械、こ

れも製造するようになります。ちなみに、長男の

喜一郎が発明しましたスーパーノ1イドラフトリン

グ精紡機というのがございます(資料 9)。これ

は第二次世界大戦後も輸出された非常に技術水準

の高い粕紡機でございますけれども、このように

繊維機械事業としても、事業が進展してまいりま

す。

さらに、その繊維機械事業をもとにしま して、

自動車事業に進出するわけで、すけれども、 トヨタ

自動車創業者の盟国喜一郎は、まず材料の I~日発か
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資料9 スーパハイドラフ 卜リング精紡機 RU型

(ガイドブック 25ページ)

ら始めま して、特殊部!の製造を始めます。当時、

自動車の製作に適した特殊鋼が供給されませんで

したので、材料であります特殊鋼を自前で調達し

ようということから、製鋼所を設iEして、特殊鋼

の研究開発を行って、みずから、それを製造する

ということを行います。この製鋼所が、先ほどの

グループの系譜図に載っておりましたように、現

在のグループ会社で、あります愛知製鋼として、 昭

和15年に分離独立いたします。さらには、その特

殊鋼でつくりました鍛造品や鋳鉄で‘っくりました

鋳物などを切削加工するための工作機械、これも

みずからっくりまして、工作機械製造業も起こし

ます。 工作機械につきましては、当時、既に旋盤

ですとか、ボール脱が国産化されておりましたけ

れども、それらはいわゆる万能型でして、自動車

の生産に必要なところだけを残して、不要なもの

は取り除くというような専刷機を、社内の工機工

場でつくるわけです。その工機工場がH百和16年

(1941年)に分離独立いたしまして、現在の世田

工機という会社になっております。

このように佐吉が明治44年 (1911年)に、 i:2田

自動織布工場を、記念館の場所に建設しましてか

ら、世田工機が設立されます1941年、この30年rllJ

に、織布業に始まり、紡級業、繊維機械製造業、

製鋼業、工作機械製造業を経験したことになるわ

けですけれども、~はこれらの産業は、イギ リ ス

におきましては、産業革命j別に確立した産業で、し

て、イ ギリスでは約 l世紀にわたって経験した産

業を、 トヨタグループでは306-I::rLIJでおさらいをし

てきたというわけでございます。その理由としま



向、

しては、当時の日本の工業水準が未熟であった、

低かったということがあるわけですが、何もかも

自分たちでやらなければならなかったと。さらに

は、それをどうしてもやり抜こうという、特に自

動車創業にかける熱い心があったのではないか

と。あるいは物づくりにかける情熱といいますか、

そういうものがあったからこそ、 30年間という非

常に短い期間で、おさらいをしたということが言

えるのではないかと考えております。

自動車のお話をさせていただきましたが、佐吉

が最初にアメリカに渡ったのは、明治43年になり

ます。 1910年です。当時のアメリカは自動車産業

の勃興期でありまして、組立メーカーだけでも70

社以上あったと言われております。 1910年の 2年

前、 1908年が、あのフォードの T型フォードが

誕生した年です。ですから、佐吉が渡ったときに

は、T型フォードをはじめとして、多くの車が続々

と市場に参入していました。そうしたところを彼

は目の当たりにしたと思います。約 4カ月間の滞

在中に、彼は独特の勘で、これからは日本も自動

車の時代だということを強く感じたのではないか

と思います。帰国後、しきりと、「これからは自

動車だJと、周囲に語っていたということであり

まして、当然、喜一郎もそうしたことを聞いてい

るわけですけれども、それから20年後に、今度は

長男の喜一郎が、先ほどのプラット社との交渉の

スなどから機械を輸入して、それを手本にして技

術開発を進め、先ほど申し上げましたように、喜

一郎のスーノ号ーノ、イドラフトリング精紡機のよう

に、技術では、もう追い越して、そうした自信が

繊維機械産業を通して身にはついているわけです

けれども、大発展しているアメリカの自動車産業

との国際競争といいますか、特に大量生産による

低価格車との競争、これにどう対処するのか、こ

の一点で、彼は事業家として、冷静かつ周到な準

備を進めたと考えております。

アメリカに学ぶものは何なのか。そして、日本

式の自動車製造をどう進めるのかという点です

が、彼は昭和 8年に、国産大衆車開発の方針とう

いものを策定しております。その中で、こう述べ

ております。「生産の方法はアメリカ式の大量生

産方式に学ぶが、そのまままねをするのではなく、

研究と創造の精神を生かし、国'情に合った生産方

式を考案するJと述べております。父の佐吉と同

様に、日本人によるオリジナル技術の追及の姿勢、

考え方が出ているわけで、ございます。

3 技術の移転と発展

それでは、創業期の自動車開発は、どのように

して必要な技術を確立していったのか。お手元に

資料として、設立趣意書の中にあります10項目(資

料10)挙げられているものを添付してございます

折、 1929年になりますが、アメリカを視察いたし が、設立趣意書の中に、その習得ですとか、蓄積

炉 ます。ところが、もうそのときには、モータリゼー の過程が記されております。参考に申し上げます

ションが進展しておりまして、年産で500万台を

超える、一家に 2台の時代でございました。喜一

郎が自動車事業に進出したのは、父の意を体して

ということには間違いないと思いますけれども、

彼は自動車産業の大きな可能性を認識するととも

に、事業の難しさも心に刻み込んだのではないか

と，思っております。

昭和12年に、彼はトヨタ自動車製造株式会社設

立趣意書というものを著しておりますけれども、

その中で、こう述べております。「自動車工業は

総合工業であるから、一工業のみの発達だけでは

到底成立することができない。自動車工業確立の

難点は、まさにこの点にある」と。こう述べてお

ります。我が国の紡績業は、明治の初め、イギリ

と、 10項目挙げておりまして、この 7--8年間で

着々と準備をしたと、研究を重ねてきたというふ

うに彼は言っております。自動車製造と紡織機製

造とを比較しますと、鋳造や鍛造、金属加工など

の技術的な点や生産における量産体制という点で

は共通商があります。したがいまして、紡織機製

造で蓄積した技術を自動車製造へ展開できたとい

う、ほかの企業にはない利点があったと思います

が、設立趣意書の中で、自動織機製作所設立後間

もなく、将来、自動車工業に移る下準備として着々

と職工の養成に努めたと記しております。

表の①になりますが、精密工業の習熟というこ

とで申し上げますと、大量生産と精密さとは相伴

わないことが多いが、これを両立させなくてはな
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資料10 自動車工業の基礎準備(豊田自動車製造

株式会社設立趣意舎 :昭和12年から)

自動車工業の基礎準備

①精密工業に習熟せる職工を養成すること

②多量生産に慣れたる設計者及び職工を養成

すること

③自動車シリンダー鋳物の鋳造に当って90%

以上の合格率を得る迄に研究すること

④マリ工ーブル鋳物が完全に、かつ生産費の

格安なること

⑤プレス工業及びその金型製作を充分研究し

おくこと

⑤鍛工品にして完全なるもの、かつ安価に製

作Eし得るようにすること

⑦鍍金技術の習得

③材料の研究及支給方策

③塗料技術の習得

⑩自動車の設計

らないといた しまして、何をしたかといいますと、

紡織機製作としては、むしろ必要以上に高級な工

作機械を使用して、当時から、精密作業の習熟を

図っております。記念館には、 3ll!!l1同時中ぐり専

用機というものを展示しておりますが、織機の主

要な 3羽11が通されますフレーム両側面の取11受け穴

を同時に加工する専用機でありまして、 三つのil1111

の中心線がしっかり合わないと、織機の振動や騒

音の原因になりますから、中心線を合わせるとい

うことが大切です。従来は、中ぐり盤を使用して

つくっていたわけですが、こ うした専用機を使う

ことにより 、より高い加工柄引支と高能率の生産を

実現したという ことでございます。

それから、①に、 鋳物のことが書いてあります

が、 鋳物の製造技術につきましては、当H寺、使用

が難しいとされておりましたモールデイングマシ

ンを導入し、 高級鋳物の研究・製造のために、紡

織機製造には当時としては披新鋭の電気炉を使用

しております。

また②になりますが、大iit生産技術の習得とい

うことでは、G型自動織機製造の当初から、チェー

ンコンベアを加工組立ラインに導入して、流れ作

業の訓練をし、量産化を目指しております。資料

11は自動織機製作所の創業当時の組立工場の写真
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資料11 創業当時の組立工場

G型自動織機を流れ作業で量産・品質の安定化を 目指し
た創業当時の組立工場

(ガイドブック 38ページ)

ですが、記念館には、当時の工程を半分に集約い

たしまして、再現しております。

そして、新たに習得した技術といたしましては、

先ほどお話ししました特殊鋼の製造がございま

す。鉄鋼研究の権威の本多光太郎博士にご助言ーを

求めましたと ころ、 「外国に頼らなくても、日本

で十分製作できますJという ご立見でございまし

たので、立派な材料研究室をっくり 、研究を重ね

て、自動車の製造に耐える鋼材を完成しておりま

す。当時、日本では特殊鋼はできなかったわけで

はなしただ、戦時色が強くなる中では、少iU:の

自動車産業向けの特別な鋼種は、鉄鋼メ ーカーと

しては開発する余裕がなかったということで、し

たがって、みずからつくらざるを得ないというこ

とから、米国車を解体した部品を材料試験室で成

分を分析してから、その成分に基づいて特殊鋼を

試作し、今度は、その特性を試験してみる。こう

いうようなプロセスを経て、一つひとつ、鋼種を

開発していったという ことでございます。

ただ、 5番目に出ておりますプレス工業及びそ

の金型製作、これにつきましては、繊維機械産業

では全く経験がなかったために大変不安であった

としており、したがって、 これに全能力を上げて

研究を重ね、昭和 8年から昭和11年 5月まで、約

3年半かけて、ようやく解決を見たと、 喜一郎は

語っております。

このように喜一郎は、国産技術による乗用車の

生産を目指しましたが、時流により、 トラック生

産が主体となっております。戦後、囲内のほかの



当たり前にfj'う」という、あまりおもしろくない

言い方になるのではないかと思います。当館の豊

田理事長も 「だれでも考えることは同じである。

要は考えたことを、どこまでやるかだと思う」と

語っております。

それでは、だれでも考えることを、どのように

してやってきたのか。 しかも、組織として、どう

やってきたのかということにつきまして、少し触

れてみたいと思います。

トヨタグループは、先にも申し上げましたが、

佐古と喜一郎の二人の創業者を持っておりまし

て、ものづく りについての二人の理念といいます

か、 考え方が、グループ全体に連綿と受け継がれ

ております。『館報JVol.29の2ページに豊田綱

領を載せてございます(資料12)。

イlr.古は、明治・ 大正期に、今で言うところのベ

ンチャービジネスを起こし、失敗を経験する中で、

最終的には事業化に成功したわけですが、その基

本的な考え方は、綱領の故初に挙げておりますけ

れども、 「産業報国の精神」でございます。当時

のH寺代状況も反映されていると思いますが、佐古

の発明生活の原点でございます、日本を欧米に負

けない豊かな国にしたいという 考え方が基本でご

ざいます。喜一郎は佐吉について、「父は学問が

あったわけではありません。l唯一の強みは、 一つ

のことを信じ抜いたことです。『日本人には隠れ

た力があるんだjと。自動織機は、その信念が産

み落としたものです」と語ってお ります。

また、その喜一郎にしても、 トヨタ 自動車の本
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なお全盛田の事業の基本とされ、

白す!~:-~轡持fl_Cり食事!三宅す丈予旦』
常の心機えとして盟国系各社の社 ー

是や基本理念に受け継がれている。

メーカーが乗用車生産のために外国企業と技術提

携をいたしますが、 トヨタは国産技術による乗用

車の開発 ・生産の道を歩みます。その理由は、 こ

うした創業期からの技術の習得 ・蓄積 ・伝承が背

景にあったからではないかと私は考えておりま

す。そして、その夢は、 H百和30年 (1955{1三) に、

国産技術による我が国初の本格的乗用車クラウン

の誕生によ って結実いたしまして、 G型自動織機

同様に、グループにとりましでも、大きな自信に

なったのではないかと思っております。

それから、 トヨタ生産方式という ことについて

ちょっと触れさせていただきますが、佐古が動力

織機に盛り込みました機構にヒントを得ての 「自

働化」と、 喜一郎が提H自しましたジャスト ・イン

.タイムの二つの考え・柱から成り立っています。

喜一郎はアメリカのフォードの大量生産方式に対-

抗して、我が国において、多品種 ・少量生産の車

をどうっくり上げていくのか、その為に概念とし

てジャス ト・イン ・タイム、「必要なものを、必

要なときに、 必要だけJということを提H目したわ

けですが、 実際に確立していったのは大野耐ーと

いう方で、 この方は、もともとは紡織技術者とし

て、豊田紡織株式会社に入社された方でございま

す。その後、 トヨタ自動車工業に転籍され、 トヨ

タ生産方式といいますのは、このように紡織技術

と自動車技術が混じり合って確立したということ

が言えると思います。これはやはりがJ織業を始ま

りとするグループ生成の過程の中で、 トヨタ 自動

車が起こり、成長 したことが、 トヨタ生産方式を

生んだもとではないかと私は理解をいたしており

ます。

また、 「必要なものを、必要なときに、必要な

だけJという、 こうした考え方は、何もものづく

りだけではなくて、資源ですとか、これからの環

境問題を考える上でも大変大切な考え方ではない

かと思っておりまして、さらに深堀りされ、進化

していくものと見ております。

グループの「ものづくり」の理念

これまで生産技術の変遷ということでお話しさ

せていただきましたけれども、 一言でq:Jし上げま

グループの行動様式は 「当たり前のことを

4 

2ページ)
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格的な自動車工場であります挙母工場、昭和18年

ですが、現在のトヨタ自動車の本社工場を建設す

る際に、その挙母町の誘致委員に言った言葉が残

されております。「万一、豊田がこの事業に失敗

しでも、第二、第三の事業家が出て、工場や設備は

利用されます。挙母町の発展にとってプラスにな

ることはあっても、マイナスにはならないと思い

ます」というものですが、みずからの事業に対する

自信と同時に、日本に自動車事業を根づかせたい

というチャレンジ意欲が感じ取れると思います。

こうした二人に共通する「社会に貢献する」と

いいますか、「お役に立ちたいJという強い信念

といいますか、こうしたものが、グループ各社に、

「ものづくりの心」として受け継がれているので

はないか、このように考えております。

また、ものづくりを支えるものとして、「知恵

と改善J及び「人を大切にする」というこつの考

え方を挙げることができると思います。

最初の「知恵と改善」というのは、佐吉の口癖

でありました「創意と工夫を盛んにせよ」という

言葉によく表れておりますけれども、「大切なも

のはみずからつくる、つくらねばならないJとい

う考えが根底にございます。喜一郎が苦心して完

成させました量産第 1号の AA型乗用車に始ま

り、また初の本格的国産乗用車の、先ほど申し上

げましたクラウン、そして今日のハイブリッド車

のプリウスに至るまで、この考え方、思想が貫か

れていると思います。豊田理事長は、社長当時、

「力がないのに借り物でやると、後で困ってしま

う。技術導入は次の技術導入を生み独創性が出て

こない」と言っておりますが、自主開発によるも

のづくりの精神は、グループの中にも根づいてお

ります。

もう一つの「人を大切にする」ということです

けれども、これは「個人の能力を最大限生かす」

という意味で使っています。同じく理事長の言葉

に「従業員は自分の一生のうちの大切な時間を会

社に提供してくれるわけだから、有効に使わなけ

れば、命をむだづかいすることになるJというも

のがございますけれども、よくその趣旨が表現さ

れているのではないかと思います。

トヨタ生産方式というのは、徹底的にむだを排
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除するということが原則ですが、このことは同時

に、人間の能力を十分に引き出して、働きがいを

高め、徹底的にむだの排除された仕事を行うとい

うことでもございます。言いかえますと、ものを

つくり過ぎて過剰在庫となり、その結果、廃棄処

分にしてしまうことは、資源をむだにするばかり

ではなくて、その物をつくった人の働きを丸々む

だにしてしまうということになります。そして詰

まるところ、その人の人生の一部をむだにしたと

いうことにもなります。むだを省くということは、

最終的に人を大切にすることに結びつくと考えて

おります。

さらに、部下の育成という側面もございます。

幹部の一人が喜一郎から、「何をやってもよいか

ら、ただし責任を持てJとよく言われたと思い出

を語っておりますが、企業の盛衰を決めるのは人

材でございまして、最初に申し上げましたように、

「ものづくりは人づくり」という考えが徹底され

ております。

ご記憶の方もいらっしゃると思いますが、 2-

3年前に、トヨタのトップが終身雇用制は堅持す

べきだということを発言したことが話題になりま

したけれども、これは当時の財界のリーダーとい

いますか、立場の発言ということではなくて、私

は、佐吉・喜一郎からのグループの経営風土に根

ざした考えが、あの発言につながったと理解して

おります。グループでは、創業以来、雇用を最優

先に考えておりまして、労使とも雇用を大切にし

ようという考えを、企業の活力につなげてきたと

考えております。

5 今後の「ものづくり」について

グループの現状認識の特徴ということで申し上

げますと、「時代といいますか、時は絶えず動い

ている、変化している」ということではないかと

思います。したがって、「現在はよくても、明日

はどうなるかわからない。わからない明日に常に

備える」ということだと思います。

こうした現状認識から、一つには、絶えず危機

感といいますか、健全な危機意識を醸成していく

こと。二つ目には、ものづくりの価値観といいま

すか、ものづくりについての見方・考え方を共有

《

河内
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すること。この二つの考えが生まれてくると思い

ます。これが人づくり、また教育重視の背景となっ

ているわけでございます。したがいまして、「改

善に終りなしJといいますか、耐えざる改善、見直

しは当然のことであり、これは何も生産現場のこ

とだけではございません。変化しない限り、時代

に取り残されるということになりますし、また変

化は成長のチャンスでもあると思っております。

今後のものづくりについて申し上げますと、ま

ず、ものづくりに対する基本的な考え方は、「も

のづくりは価値を創造し、文明を創造する原点で

あり、技術の発展と強いかかわりを持っている」

ということでございます。今後とも、経済成長を

図り、社会を豊かにするためには、これまで以上

にものづくりの基礎を大切にしていく必要がある

と考えております。いわゆる空洞化が起きますと、

もとに戻すのは並大抵のことではございません。

したがいまして、グローパル化の進展により、生

産拠点、の海外展開は、これまで以上に進んでいく

と思いますが、グループの圏内におけるものづく

りをおろそかにすることはあり得ないと，思ってお

ります。このことは、現地化を通じて、その国や

地域の経済発展に寄与するということと矛盾する

ことではございません。むしろお互いの競争を通

じて、よりよいものをつくっていくといいますか、

技術進歩につながるよいチャンスではないかと考

えております。

利潤が生まれるというわけでございます。

そして、この根っこにありますのは、佐吉以来

の創業の精神の一つであります、これも先ほどの

豊田綱領に盛り込まれておりますが、「研究と創

造に心をいたし、常に時流に先んずべしJという

考え方でございます。要はお客様の気持ちになっ

て、時流を読み取り、変化を先取りして、研究開

発に励み、創造に努めることが大切なことと確信

をしております。

繊維産業から自動車産業に至る技術の伝承・発

展ということで、記念館における展示内容、展示

物を中心に、グループのこれまでを振り返りお話

をさせていただきましたけれども、今後につきま

しでも、この「研究と創造に心をいたし、常に時

流に先んずべし」という豊田綱領の考えといいま

すか、精神は、グループのよりどころになるもの

と思っておりますし、後世に確実に伝えていかな

ければならないことではないかと思います。

最後になりますが、来年は記念館設立10周年を

迎えることになります。また自動車創業の70年目

に当たります。また、その翌年の平成17年 (2005

年)には、国際博覧会、愛・地球博が愛知県で開

催されます。このため、現在、創業当時の建物、

お話しいたしました材料実験室ですとか、 AA型

乗用車を試作した試作工場とかが残っております

ので、そうしたものを移築再現する企画を進めて

おります。特に物づくりの情熱といいますか、心

次に、ものづくりに当たって、グループ各社が をお伝えするために、材料実験室を中心に、当時

創業以来、念頭に置いておりますことは、お客様 を再現する企画を進めております。来年末には完

第ーというのが原点であるということでありま

す。言いかえますと、つくるものが、その時代の

お客様の期待を満足させるものでなくてはならな

いということでございます。このお客様に満足し

ていただけることを大きな目標にして、すべての

面において取り組んでまいりました。例えば価格

につきましでも、市場が決めるということを基本

にし、性能・品質等の向上に知恵を絞り、改善に

取り組んでまいりました。市場、つまりお客様が

決める価格をもとに、その価格の中で品質や原価

をみずからつくる。グル}プでは、よく「っくり

込むJという言葉を使いますが、っくり込んで、

改善に取り組み、その結果として利益が生まれる、

成をする予定にしておりますので、名古屋にお越

しの折には、名古屋から車で 5分のところであり

ますので、ぜひお立ち寄りをいただきたいとお願

いをいたしまして、雑ばくになりましたが、お話

を終えてさせていただきます。どうもありがとう

ございました。(拍手)

ご参考 URL:http://www.tcmit.org 

資料 1-9、11は「産業技術記念館j総合案内より

資料12は産業技術記念館館報 No.29より
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講演 2

新幹線建設と国鉄民営化を経験して
一世界に誇る技術者の構想・決断・実行-

山之内秀一郎(字国開発事業団理事長/日本工学アカデミー会員)

司会 次は、「新

幹線建設と国鉄民営

化を経験して一世界

に誇る技術者の構想

・決断 ・実行ー」と

題して、宇宙開発事

業団の山之内秀一郎

理事長にお願いした

いと思います。

山之内理事長は、昭和31年に東京大学機械工学

科をご卒業され、 31年4月に日本国有鉄道に入社

されました。以後、名古屋鉄道管理局、経営企画

室、運転局、東京北鉄道管理局長、運転局長、常

務理事、 H百和62年に東日本旅客鉄道株式会社のイt

表取締役副社長、 平成 5年に副会長、 8年には会

長という ことでございます。平成12年 7月に、宇

宙開発事業団の現事長になられ、現在に至ってい

らっしゃいます。

]Rのいろいろなご経験から、本日は技術者に

ついてのお話をJ!易りたいと思います。よろしくお

願いいたします。

山之内秀一郎 ただいまご紹介いただきました山

之内でございます。

今日のこの会合が「国家lj攻略としての人材育成」

ということですが、私自身、大学:を出ましたのが

1956年、ある立l床で‘非常に象徴的な年だ、ったのか

なと思っています。昭和31年というのは、ちょう

ど第二次大戦が終わってから10年目ぐらい。私の

前にトヨタ 自動車の方がお話をされましたけれど

も、今、私がおります宇宙の先鞭をつけられた糸

川先生が、いわゆる有名なペンシルロケ ットを日

本で初めて発射されたのが1955年。その年に私は

大学4年生として、就職前の又休みに、 イ'I'lllj全員

で、そこに私の同級生の須田教授もおられますけ
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れども、たしかご一緒に、東京やら名古屋やら関

西の主な工場を見て回ったのです。非常に印象に

強く残っておりますのは、愛知県の トヨタの工場

に行きましたら、「七千さん、非常・にいいところに

来てくれました。初めて国産車と言える車ができ

ました。これが、その トヨペットクラウン 1号車

です」と言われたので・す。その械に、もう皆さん

ご存じないと思いますが、 トヨペットマスターと

いう車があって、 トヨペットクラウンはコイルパ

ネのサスペンションで、マスターは板パネのサス

ペンションだ.ったと思います。この車はわりと早

くなくなりましたけれども、 トヨペッ トクラウ ン

というのは、おそらくトヨタさんが本格的に国産

でつくられた桔初の日本車。今も残るシリーズの

最初jのシリ ーズでして、日本の自動車産業が本絡

的にテークオフしたのが、 1955年だ.ったのかと思

います。

その翌年、私が国鉄に入った年に、新幹線計・聞

がスタートいたしました。当時、東海道線の輸送

能力がパンクしていましたので、これは国鉄だけ

の問姐ではなくて、日本の産業経済の、根本にか

かわる大問題ということで、東海道線をどうする

かという委員会、幹線調査会というのを政府みず

からがつくったのが1956年でございます。経済白

書が「もはや戦後ではない」という有名な文章を

書いたのが1956年ですから、ち ょうどこのころが

日本の戦後の、高度成長のスタートポイン トだ‘っ

たし、技術立国のスター トポイ ントだ.ったと思い

ます。

本題に返りまして、私は44年ILrJも鉄道におりま

して、 今、宇宙開発事業団に来て約 3年になりま

すが、我が人生を振り返ってみますと、最初の20

年ぐらいというのは、新幹線を中心に非常に活力

があって、生きがいもあった。その中で自分が大



向、

F恥

きなプロジェクトに挑むという集団の情熱の中で

働きましたし、生きがいもありました。その働い

ている過程で、私自身、日本国有鉄道が一人のエ

ンジニアとして私を育ててくれたという実感もあ

りますので、そういった非常に活力があって、よ

かった時代、 1956年からせいぜい、そうですね、

15年か20年、 20年もないでしょう、そういう時代

でした。その後の1960年代の半ばから、国鉄は1987

年に民営化しておりますけれども、この約20年間

というのは、どん底の暗黒時代。企業としてもめ

ちゃくちゃ、技術開発という意味でもがたがたに

なっていて、人材育成どころの騒ぎではないとい

う時代を20年ほど、次に経験をいたしました。そ

の後、国鉄は民営化改革という大変な大手術を

やって、そのとき、私は、先ほどご紹介がありま

したけれども、副社長あるいは会長として、特に

立場上、その13年間、ずっといわばJR東日本の

技術部門の総帥でした。新幹線をつくったころの

国鉄で働くことによって、自分だけではなくて、

ますから、 10年足らず。工事そのものはたった 5

年間で、今考えると信じ難いのですが、 5年間で、

東京一大阪聞に新幹線をつくってしまったので

す。その聞に生み出したエネルギーというか、今

日の本題の人材育成に対する効果というのはすご

かったなと思うものですから、それについて若干

お話をさせていただきたいと思います。

私は、くどいようですけれども、やはり組織、

国家もそうですけれども、一つの明確な大きなプ

ロジェクトを持つということが、人材育成のエネ

ルギーを与えるための一つの大変大きな一これだ

けとは申し上げませんけれども一人材育成の原点

だと思います。

ただ、言うのは簡単ですけれども、そのプロジ

ェクトたるものは、かなりきちんとしたものでは

なければいけない。できっこないものではだめで

すし、時代のニーズに合ったものでなければだめ

ですし、やっぱり実現できるものでなくてはいけ

ませんo また、それがあまりにも簡単にできるも

仲間全員が、若いエンジニアが、みんな情熱に燃 のでもいけませんし、そういった意味で言うと、

えて、いろいろなことを激論し、その中で随分い

ろいろなものができたわけです。そういうことを

振り返ると、その後の20年間の悲惨な、技術どこ

ろではない時代を経験しましたので、もう一遍、

いかにして鉄道を、特に JR東日本の技術力を回

復させるかということに、かなり神経も努力も注

いできましたので、お許しいただければ、これか

ら限られた時間ではございますが、私はアカデ

ミックな人間ではございませんので、そういった

経験をお話しすることによって、人づくりについ

てのお話をさせていただきたいと思います。

大まかに言うと、一つは、組織全体がまず財務

的・経営的にだめになってしまえば、人づくりど

ころではなくなると思います。まず人づくりの原

点というのは、それは国家であれ、企業であれ、

大学であれ、何であれ、組織全体がある目的を持っ

ていて、健全な経営状態であって、ある明確な目

標に向かつて動いているときに初めて、組織に活

力もでるし、その中から人材が生まれてくると思

いますので、その象徴的な例が、新幹線の建設で

はなかったのかなと。新幹線は1956年から計画が

スタートして、でき上がったのは1964年でござい

私は、新幹線プロジェクトというのは、そういっ

た条件をすべて満足したものだと。結果が出なけ

ればだめですから。やっぱり自分が働いていても

そうですけれども、組織全体も個人も、一番うれ

しいときというのは、自分がのめり込んだ、仕事が、

うまくいった時ですね。自分の人生体験からいっ

ても、給料が上がるより、ポストが上がるよりも、

どういうときが一番うれしいかといえば、自分が

のめり込んで、時間も惜しまずやった仕事がうま

くいったときの快感というのは、お金で買えない

ほどの価値があると思いますし、その過程で蓄え

た能力とか、勉強というものは一番大きな財産に

なるのです。

よく技術伝承とか、後輩の育成と言いますが、

ほんとうの技術とか、ほんとうの人材育成という

のは、その本人が自ら、ある明確な目標に向かつ

て努力をすることによってしか得られないと，思っ

ていますので、そんなに安易に技術伝承などとい

うことはあり得ない。先輩が後輩をつかまえて、

「おまえ、これをやれよJとか、あるいはドキュ

メントをつくって、これを読んでやれば技術伝承

ができるとか、そんな安易なものではない。ほん
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とうの意味の技術伝承、人材育成というのは、自

分が経験したような同じような苦労と夢と努力を

後輩にさせることだと思います。したがって、今、

自分自身も常に課題として持っているのですが、

やはり組織のリーダーが、明確な良いプロジェク

トを与えてあげないといけない。だから先ず、ほ

んとうの意味の人材育成につながるビッグプロジ

ェクトの第一の責任者は、経営者というか、リー

ダーであるo これが、いいプロジ、ェクトをつくっ

て、明確な格好で示さないといけない。同時に、

それに対して結集できる組織力と技術力がなけれ

ばいけない。私は、そう思います。

そういった意味で、東海道新幹線というのは、

どこまで考えてやったのかはわからないのです

が、結果的に見ると、あまり例がないぐらいのす

ばらしいプロジ、エクトだ、ったと思います。

やや趣旨から脱線するかもしれませんけれど

も、ともかく振り返ってみましでも、東海道新幹

線が開業いたしましたのは1964年10月1日でござ

いますから、間もなく 39年、約40年たちますけれ

ども、既に運んだお客さんが40億人であります。

地球の全人口の 3分の 2ぐらいの人聞を運んだこ

とになりますし、この39年間に大事故が皆無とい

う交通機関は、ほかにはありません。私自身も、

若いころ、「おまえ、新幹線が40年間も無事故だ

と思うか」といわれたら、おそらくイエスとは答

えられなかったと思いますけれども、結果的に見

ると、ほぽ40年間も無事故であるということです。

それから、これのすばらしいことはあと二つご

ざいまして、私が10年ほど前に、 f新幹線がなかっ

たらJという本に書いたのですが、そのときに調

べてみて驚きました。もし新幹線と同じ輸送量、

今は東海道新幹線を見ますと、一つの列車は16両

編成で、満席になりますと約1，300人-1，400人乗

ります。 1，300人-1，400人の電車が、多いときに

は5分間隔で、 1時間に11-12本走るんですね。

そんなことが飛行機にできるか。ジャンボジェッ

ト機の 1機あたりの定員というのは、大体400-

500人ですから、同じ量を飛行機で運ぼうとする

と、ジャンボジ、エツト機を羽田空港から 1分半間

隔で、東京一名古屋一大阪聞を飛ばさないといけ

ない。これはできっこないと思います。もし高速
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パスだ、ったらどうかなと計算させてみました。と

いうのは、新幹線というのは、何も東京、名古屋、

大阪の長距離だけではなくて、途中の静岡とか、

浜松とか、そういう中距離の方もいらっしゃいま

すから、もし新幹線と同じだ、けのお客様を高速パ

スで走らせたらと計算させたら、 10秒間隔で走ら

せないと同じ量が運べないということになりま

す。考えてみると、もし東海道新幹線がなかった

ならば、今の日本というのは根本的に経済構造が

変わっていたし、社会構造が変わっていたと思い

ます。極論すると、ここがボトルネックになって

しまって、今まで経験した日本の高度成長はな

かったのかもしれない。だから、東海道新幹線と

いうのは、単なる鉄道の夢物語ではなくて、国家

にとっての必要不可欠なプロジェクトだ、ったとい

うところに、もう一つのすばらしさがあると思い

ます。

鉄道という一つの産業から見ますと、もしあの

ときに東海道新幹線をつくっていなかったら、今

どうなっていたか。といいますのは、東海道新幹

線の前に、ご年配の方はご存じかと思いますけれ

ども、特急「こだま号Jという電車が走っていま

して、あれが東京一大阪間では一番速い電車で、

6時間半かかっていました。その後、いくら技術

進歩があったとしても、私は、新幹線でない古い

線路のままですと、 6時間を切ることはあり得な

いと思います。そうしますと、その後の山陽新幹

線、東北新幹線というのはありませんから、今の

日本の鉄道というのは、東京・大阪・名古屋地区

の都市交通以外は、ほとんど姿を消しちゃってい

た可能性が強い。だから、このプロジェクトとい

うのは、国家の経済を支えると同時に、一つの産

業の命運を左右するプロジェクトであったとい

う、すごく大きな意味があったと思います。

と同時に、あと二つほど申し上げたいのは、一

つは、これはすごいタイミングというか、この時

期しかできないという時期にやったということで

す。なぜかと申しますと、既に私が大学卒業する

ときに、担当の教授、東京大学で当時、藤井澄二

先生の教室にいたんですけれども、藤井先生に、

「私は国鉄に入ります」と言ったら、「今さら鉄

道に行くことはないんじゃないかね、山之内君」

Aヘ

aヘ
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と言われたんですね。「あれは、もう斜陽産業だ

よJとうことなんです。そのときは、まだ新幹線

の計画はありませんでした。ですから、既に東海

道新幹線計画が話題になった1956-7年ごろは、

もうそろそろ鉄道というのはだめだというふうに

社会が思いはじめていました。ちょうど同じころ

に、名神高速道路の建設がスタートしています。

名神高速道路も、新幹線と同じころに開通してい

ます。もし東海道新幹線よりも、 5-6年先に名

神高速道路、東名高速道路ができていたら、おそ

らくだれも新幹線に対してイエスと言わなかった

と思います。そういう意味で言うと、新幹線なる

プロジ、エクトが社会に認められる、これは最後の

ぎりぎりのタイミングであったと思わざるを得ま

せん。

これが、そういう意味のタイムリミットであっ

たのと同時に、当時の東海道新幹線をつくった技

術というのは、そのソースになるというか、コン

ポーネントになる車両とか、信号とか、線路とか

の使える技術がようやく出そろった時期が、ちょ

うどこの頃なのです。もし東海道新幹線が、私が

見るところ、あと 3年早くスタートしていたら、

おそらく技術的にできなかった。そういう意味で

言うと、このぐらい絶妙なタイミングはないと思

います。

したがって、運も味方したと思うのですが、大

型プロジ、ェクトというのは、時代のニーズ、社会

のニーズに合ったものでなければいけない。出す

以上は。それから、それが実現できるだけの技術

的なバックグラウンドというか、底力がある程度

できていなければいけない。それがないプロジ、エ

クトを出しても実現いたしませんから、そういっ

た意味で言うと、新幹線は、ちょうどエレメント

になる、コンポーネントになる、ベースになる技

術が出そろったという時期に当たったのかなと思

います。

一例を申し上げますと、今、この辺を走ってい

る山手線あるいは京浜東北線、中央線でもいいの

ですが、東京近郊の私鉄を含めて、地下鉄もそう

ですけれども、ほとんど全部の電車は電力に直流

を使っております。大体直流の1，500ボルトぐら

いを。なぜ直流を使ったかというと、歴史的にい

ろいろあるのですが、昔の技術、 1950年代までの

技術ですと、電車に必要とされる'性能を持った電

気動力というのは、直流電力しかないんですね。

一般の産業がお使いになっている交流三相モー

ターというものがありますが、電車というのは、

発車のときに物すごく力が要るのです。自動車を

運転しでも、今は多くの車がオートマチックです

けれども、昔のマニュアルのときには、最初の発

車のときには、ローギアからスタートをするよう

に、電車も、飛行機も、自動車も、およそ動くも

のは、スタートのときに抵抗が大きいし、加速力

が要りますから、一番、パワーが必要なのです。

速度が上がってくると、だんだんパワーが下がっ

てくるというか、少なくてもよくなってきて、ま

た高速になってくるほど、空気抵抗に逆らうため、

また力が必要になる。横軸に速度を取りますと、

V字形のカーフ'を描いた'性能を持った動力装置で

ないと、交通機関には使えない。自動車のデイー

ゼルエンジン、ガソリンエンジンは、そういう性

能を持っていませんから、それをギアとか、 トル

クコンバーターをつけることによって、何とか自

動車に必要な性能に合うようなデザインをしてい

るわけです。一般産業用、家庭用の三相交流電動

機というのは、ガソリンエンジンと同じような性

能を持っていますから、全然、電車の運転には合

わない。あんなモーターをつけたら、発車できな

いんですね。したがって、直流モーターだけが、

低速のときに物すごく力が出て、高速になると力

が減るものですから、これが一番いいというので、

日本とか、フランスとか、イタリアとか、ベルギー

とか、直流モーターで、鉄道は走っていました。

ところが、これは大変大きな欠点を二つ持って

います。何かというと、発電所から来る電気とい

うのは全部交流ですから、どこかで一遍、直流に

変えないといけませんので、そのための変電所が

要る。数キロおきに変電所を置かないといけない

から、そのための設備投資がかかる。もう一つは、

直流というのは、ご承知のとおり、変圧器を使っ

て電圧を変動できませんoしたがって、電車のモー

ターというのは、あまり高電圧だと壊してしまい

ますので、電車の電動機が耐えられるように、変

電所から、かなり電圧を下げて送ってあげないと
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いけない。したがって、 1，500ボルトという非常

に低い電圧にする。交流ですと、 6万6，000ボル

トとか、最近は50万ボルトなんていうのもありま

すが、それを簡単に最後の末端のところで、変圧

器で電圧を落とせばいいのですが、直流の場合は、

それができませんので、低い電圧でもって大きな

パワーを送ろうとすると、当然、大電流になりま

す。大電流を変電所から電車まで送りますと、そ

の途中のワイヤの抵抗による、電力ロスが大きい。

したがって、直流電化というのは、電車の性能

には向いているけれども、変電所をたくさんつく

らないといけないというロスと、送電ロスが物す

ごく大きいという要素がある。

そこで、何とか交流のモーターを使った電車を

つくりたいというのが、世界中の鉄道技師の夢で、

最初にそれを手がけたのはドイツなのですが、終

戦後間もなく、フランスが本格的にこれを実用化

いたしまして、成功させたのが1954.......5年でござ

います。日本は当時、後進国ですから、ちょうど

その頃、日本の国鉄の大視察団がフランスを訪ね

て、有名なエピソードがあります。現地でメーカー

に「機関車を一両売ってくれJといったら、ふざ

けるなと。「一両売ったら、おまえら、コピーを

するだけだ。百両なら売ってもいいけれども、一

両なら売らんJと言って断られて、結局、やめた

らしいのですが、ここがすごいと思うのは、フラ

ンスに行って、機関車のモデルを買ってコピーを

しようと思ったら、断られたものですから、何と

全くリソースがないにもかかわらず、よし、おれ

たちでやろうと決心した。国鉄も、メーカーさん

も結集して、自分たちの手で、 1956年、ちょうど

私が国鉄に入った年に、仙台の近郊の仙山線とい

うところで、初めて交流電化の試験をやりました。

私が入社した年に、これが始まったものですから、

すぐに全員で見に行ったことがあります。当時、

冗談で、電機機関車のことをスモーキングロコモ

ティプといっていました。なぜかというと、すぐ

火を出して、煙が出るものですから、みんな、あ

れはスモーキングロコモテイプということで、皆

さん、悪戦苦闘をしていました。

当時は整流器も、まだ半導体がないので、機関

車の中に水銀整流器を積んで、そこで直流に変え
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て、直流モーターを回すのに使っていました。い

きなり交流を使うモーターもやってみたのです

が、これは満足に動かなかった。結果的には、そ

の仙山線というところで悪戦苦闘して、水銀整流

器を積んで、何とか自力で動ける機関車をつくっ

てしまった。日本人独自の力で。もちろん、いろ

いろな文献の研究をして。そのたった 2年後の

1958年には、北陸本線の米原から敦賀まで、本格

的な交流電化をやった。このエネルギーというの

はすごいと思うんですね。

1958年ごろか59年ごろにやっと、今の新幹線に

欠かせない交流電化の技術というのを日本は在来

線でつくり上げてきたo もし仮に今、新幹線の電

車を直流でやれといったら、絶対だめです。あれ

だけの巨大なパワーを直流で送ろうとなったら、

おそらく架線が切れてしまうし、パンタグラフは

燃え尽きてしまいます。したがって、交流で、高

速で走らせる電車をつくるというのは、新幹線の

ためには不可欠な技術です。それができ上がった

のは、何と新幹線計画がスタートするころだった

わけです。

ほかにも、枕木というのは昔、文字どおり木で

つくっていたのを、コンクリートでつくる枕木を、

フランスで1920年ぐらいからスタートしました。

これまた日本人の留学生が大量にフランスに遊び

に行って……いや、勉強に行って、遊びかつ勉強

に行った先輩が、フランスでコンクリートの枕木

を勉強して、やっと実用になったのも同じころな

のです。

それから、これは皆さん方はご存じないかと思

いますけれども、日本最初の本格的なコンピュー

ターというのは、 1956.......7年だと思いますけれど

も、 BENDIX-G15というのを 2台輸入しました。

この 2台のうち 1台が三菱電機、 1台が国鉄に

入った。これほど、国鉄は、そのころからコン

ピューターに熱心で、 1960年に初めて、今も皆さ

ん方がお使いになっているみどりの窓口の座席予

約システム「マルス」ができました。これが日本

最初のオンライン・リアルタイム・コンビューター

なんです。 NTTよりも早かったですね。

だから、交流電化も、コンクリート枕木も、コ

ンピューターも、それから、さっき言った特急こ
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だま号で初めて、高速で走らせる電車ができたと

いう高速電車の技術も、すべて1950年代の後半に、

日本人がやっと技術を主に外国から学んで、自分

のものにした。ですから、新幹線をつくるための

技術が、必死になって終戦のどん底から学んで、

できるようになって、それが出そろった時期なの

です。必要な技術が育ってきたからできたので、

そういう意味で言うと、これがもうちょっと早

かったらできない。そうしてみると、これぐらい

絶妙なタイミングでやったプロジ、エクトというの

はないし、また、だからこそ、うまくいったんだ

と思いますね。

だから、リーダーたる者は、後輩の指導のため

に企業の命運を懸けるような、しかも一番現実的

なプロジェクトを部下に向かつて命令すると同時

に、きちんと、それができるかどうかというフィー

ジピリティーを持っていなければいけない。

そこで、私は、新幹線というのは、多分間違い

ないと思いますが、原点は、一つに十河信二さん

という当時の国鉄総裁、この方はエンジニアでは

ございませんから、今言ったことは全く知らな

かったと思うのですが一彼は満鉄にいたものです

から、ヨーロッパ、アメリカ並みの幅の広い線路

のすごさというのを知っていて、日本の狭軌では

だめだということを、彼はおそらく信念として

持っていたと思うのです。何とかして、欧米に負

けない鉄道をつくろうという情熱が彼の原点に

あって、そこで大変大きな社内のバトルがありま

した。多分、新幹線をつくることには、 10人いれ

ば8人は、幅の広い新幹線をつくるのには反対で

した。何を言っているんだ、そんなのはできるわ

けがない。あるいは、そんなばかなことをするひ

まがあったら、今の線路に並行して一当時は東海

道線がパンクしかかっていましたから、幅の狭い

線路をつくった方がいし=。一部開業しただけでも

使えますから、そのほうがはるかにいいし、使い

やすいという意見のほうが圧倒的に支配的だ、った

のです。それをトップリーダーは、違うと。絶対

にトップレベルでの技術でもって、欧米並みの鉄

道をつくろうと。これは、やっぱりすごいリーダー

シップだと思います。

ここで、私が申し上げたいことは、そういうプ

ロジェクトをつくるトップリーダーたる者は、部

下の平凡な常識を越えたドリームを出さなければ

いけない。下から上がってくることに「うん、そ

うか。それで行こうぜ」じゃなくて、やはり、リー

ダーたる者、くどいようですが、企業の技術者を

養成するためにはまず一番大事なことは、 トップ

が明確なプロジ、ェクトを出さなければいけない。

実現可能性のあるもので。そういうことが第ーで

ありまして、そのときにやはり洞察力がなければ

いけないし、部下から上がってくるような平凡な

答えではなくて、それを越えた一つの先見性を

持ったものでないと意味がないと私は思います。

要するに、日本の企業によくあるボトムアップで

上がってきたものに判を押す形では絶対だめなの

で、そうではなくて、先見性のあるリーダーシッ

プ、「えっ 1?そんなことをやるの」ということ

をやらなければ意味がないと私は思います。その

中から活力が出てくる。下から上がってきたもの

では活力にならないで、すから。大変だけれども、

やろうというものをつくらないと、意味がないと

いうことを、新幹線は教えてくれたと思います。

技術のことはよくわからないけれども、夢のあ

るリーダーの横に、島秀雄さんという有名なエン

ジニアがいて、この人は技術をよくわかっている

ものですから、夢と希望に燃える十河さんという

総裁の横で、今度は島さんという技術者がサポー

トして、これは有名な話で、間違ってないと思いま

すが、彼は、先端的技術を使うけれども、既に実

証済みでない技術は使ってはいかんと。だから、

危ないチャレンジはしちゃいけない。既に今言っ

た交流電化もそうですし、コンクリート枕木もそ

うですけれども、既にどこかで、使ってみて、これ

は使えるとわかった技術だけでやれと。したがっ

て、極端なことを言うと、こういう感じだと思い

ます。デパートをつくったけれども、まだ売れた

か売れないかわからない商品は置かない。ほかの

庖で売れていることがわかっている商品だけを全

部並べて、ただし、一番いいやつを持ってこい。

ハンドバッグにしても、洋服にしても、帽子にし

ても、靴にしても、一番いいもの、つまり、売れ

ている一番いいものを集めて持ってこい、という

格好でつくったのが、新幹線だと思います。
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それから、私も新幹線の中身を多少は知ってい

るつもりなのですが、よく言われるように、あの

中に、ほんとうのプレークスルーはほとんどない。

今言ったように、全部、実証済みの技術ですから。

新幹線プロジ、ェクトというのは、技術的に見ると、

日本のキャッチアップ時代の象徴みたいなプロジ

ェクトで、欧米から学んできたもの、けれども、

一番いいものをコンパインして、新しいものをつ

くるというシステムデザインのプロジェクトでし

た。だからできた。もしあそこに飛躍があったと

すれば、おそらくできなかった。そこの夢と挑戦

というサイドと、実現可能性のバランスが非常に

絶妙にとれたプロジェクトであった。そこまで読

んでやったかどうかはわかりませんけれども、結

果として見ると、成功するプロジェクトというの

は、こんなものかなという実感があります。

私は、もうーっすごいと思うのは、新幹線をつ

くるのとほぼ同じ時期に、日本国有鉄道が四大技

術委員会をつくっています。技術の先を見通した、

あるいは企業の技術のあり方を見通した 4つの大

委員会を1950年代につくったんです。この委員会

が大激論を数年ゃったため、技術蓄積というもの

ができ、その後の国鉄の技術をつくりましたし、

その影で私も随分やらされましたけれども、いろ

いろな若い者がほんとうに徹夜で勉強して、その

委員会の資料をつくっていった過程が、物すごく

勉強になった。

どういう委員会をつくったかというと、一つは

新幹線建設委員会。当然、これは新幹線を建設す

るためにつくったわけですが、それ以外に列車速

度調査委員会というのをつくりました。これは何

かというと、新幹線と同時に、新幹線以外の鉄道

も全部、スピードアップしようと。どうすればで

きるかという、その総合技術検討の委員会をつ

くったのが列車速度調査委員会。これは十数年続

きました。私は、その中の、車両運転関係ですけ

れども、実務メンバーで、ほんとうに毎日のよう

に大激論をやりましたし、沢山の資料を提出して

いたと思います。

それから三番目は、私はこれが一番すごいと思

うんですけれども、 1950年代の半ばごろに、電子

技術調査委員会というのをつくっているのです。
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おそらく 1956-7年といえば、まだエレクロニク

スなんでいうのはよくわからなかった時代に、何

と国鉄は電子技術調査委員会というのをつくっ

て、どうも将来は、エレクロニクスというのが技

術の先を行きそうだと、これが、どの分野でどの

ように使えるかという調査委員会を1957--8年に

っくりまして、その報告書はまだあると思います

けれども、全部合わせると、大変な厚さになりま

す。そういう蓄積をやった。

それからもう一つは、動力近代化委員会。これ

は何かというと、当時はまだ、日本の鉄道は蒸気

機関車が大半だったのですが、これをいかにして、

動力を全部電気とデイーゼルに変えるかというマ

スタープランをつくった。これは15年計画で、総

投資額が4，500億だ‘ったと思いますけれども。す

ごいと思うのは、いろいろな国家や企業の15年計

画といったものは、そのとおりいったものはほと

んどないのですが、国鉄は、 1972年には蒸気機関

車を全廃して、全部、デイーゼルと電気に変える

という報告書を15年前につくったのが、何と 1年

違いで、全部、そのとおりにできました。このぐ

らいレポートどおりにいったプロジ、エクトという

のは皆無で、はないかと思いますけれども、その中

でいろいろな動力方式、車両の構造、あるいは車

両と設備のあり方、そういうのを私も勉強しまし

た。

ですから、ビッグプロジ、エクトではなくて、そ

れを支える要素技術レベルで、先導性のある委員

会というのをつくって、その中で若者をどんどん

投入して、議論をさせ、レポートをつくっていっ

たことのエネルギーというのはすごかったと思い

ます。

そういった意味で、すごいエネルギーで、 1964

年に東海道新幹線ができたのですが、これまた非

常に象徴的ですが、日本国有鉄道というのは、東

海道新幹線が開通した年から赤字になりました。

と同時に、そのころから、国鉄の労使関係という

のはひどくなりました。 1964年から、国鉄がなく

なる1987年までの約20数年間は、私は大変反省す

べき地獄の時代だったと思います。背景には、め

ちゃくちゃに悪化する財政問題と労使関係の問題

があるのですが、私は、技術の面でも反省すべき

《
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点は多々あると思っています。

一つは、新幹線ができた、と安心してしまった

んですね。世界ーのものができた。これはいいと

思って、今度は技術の進歩よりも、これはある意

味では悪くはないのですが、それをいかに広げる

かというほうに走ってしまった。新しく技術を進

歩させるよりも、いかにたくさん新幹線をつくる

かというほうに行ってしまった。そこで、むしろ

技術進化はストップしてしまったのと同時に、東

海道新幹線というのは、相当な反対意見とお金も

なかったものですから、徹底的に安くつくった。

あれだけの新幹線で、全線で約3，000数百億円で

す。あれは500キロですから、 1キロ当たり 7億

円でできた。ところが、今つくっている新幹線は

1キロ当たり80億円ですから、当時より物価が上

がったとしても、めちゃくちゃに高くなっているo

当然、安くつくったものですから、その後、あっ

ちこっちでトラブルが起きた。そして、その後は

すべてお金のかかる方向に、それを直していっ

ちゃったんです。したがって、ある意味で言うと、

よくなるけれども、お金がかかるほうの技術ばっ

かりに走ってしまったということになります。全

くコスト意識がなくなって、しかも国鉄の財政が

どんどん悪化するものですから、ちょっとやそっ

とお金を節約しても、あまり意味がないので、ど

んどん高くて頑丈なものをつくるほうに走ってし

まった。車両もそうです。そういう反省がござい

ます。

それからもう一つは、これは個人的意見ですけ

れども、次のプロジ、エクトとしてリニアモーター

カーというのをやってしまった。これは飛躍をし

た。東海道新幹線は、くどいようですけれども、

夢と希望があると同時に、技術的なバックグラウ

ンドがある程度あったから、うまくいったのです。

ところが、超伝導技術というものを交通機関に使

えるだけのリライアピリティーがあるか、という

ことに対する先見性と検証が全くなくて、こっち

に飛び込んじゃったものですから、それから数十

年、いまだに実験段階です。

かたや、国鉄内部のほうは、どんどん労使関係

が悪化していた。実は、私自身も、そっちに行っ

てしまったのですが、はっきり言うと、何をやる

にも全部、組合と交渉しなければいけないように

なってしまった。技術部門を含めて、いわば、で

きそうな人材は全部、労使問題の担当部門に回し

てしまった。逆に言うと、労使問題担当部門を経

験しないと偉くなれないという組織になってし

まった。むしろ、使い道がないから、こいつは技

術開発部門にでも押し込むかと、ほんとうにそう

いう感じだ、った。私、自分が人事をやっています

から、知っていますけれども、そういうふうになっ

てしまった。これは非常に大きな間違い。お恥ず

かしいですけれども、事実だ、ったわけです。

やはり、あれほど世界に冠たる新幹線をつくっ

た日本国有鉄道が、わずか数年の聞に、そういう

地獄に落ちてしまった。企業というのがだめにな

れば、技術開発はなくなってしまうし、リーダー

シップもなにもない。したがって、国鉄本社の中

でも横行閥歩をして偉くなるのは、労働組合に顔

がきくとか、政治家に顔がきくやつだけというの

に近い状態になる。ほんとうに。そうなってくる

と、当然、技術は停滞いたしまして、おそらく国

鉄最後の十数年というのは、ゼロではありません

けれども、もちろんコンビューターなどの進歩は

ありましたけれども、車両、線路、その他の部門

については、ほとんど技術進歩はとまったのに近

い時期を過ごしたと思います。

これだけでものを判断しちゃいけませんけれど

も、東海道新幹線が1964年に時速210キロで開業

して、 240キロ運転に初めて上げたのは、何とそ

れから21年後の1985年ですから、 21年間も全くス

ピードアップをやりませんでした。突然、フラン

スの TGVが、そのころ260---270キロ運転を始め

て、慌てて、国鉄も民営化が近づいたので、やっ

と、少しスピードアップをスタートするぐらいで、

全く技術の冬眠時代に入ってしまったのです。当

然、人材というのは、さっきも言いましたが、ひ

どい状態でした。

そこで、1987年に国鉄が民営化をいたしまして、

私は、技術部門のリーダーとして考えましたこと

は、もう一遍、東海道新幹線をつくったときの活

力のある組織にしたいと。ただ、何をやるかとい

うと、もう一遍、東海道新幹線の夢を追ってもしょ

うがない。時速300キロ運転、 400キロ運転をやっ
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たところであまり意味はない。そうではない、何

をやるかということを考えました。そこで私がま

ず考えたのは、官営企業から民営企業に変わった

ので、民営企業として何をしなければいけないか

ということでした。

同時にもう一つは、技術陣として恥ずかしいと

いう部分は全部、退治をしようと。例を挙げます

と、当時はまだ、切符をはさみで、切っていました。

切符の改札係は、何をやっているかというと、切

符は正しいものかどうかというのを見たふりをし

ているんですね。ゃったことのある人はわかりま

すけれども、あの速さで、お客が切符を出して通っ

ていくと、とても見えません。だから、私は、プ

ロの先輩から言われたことは、「あんた、切符な

んかを見ちゃだめよ。通る人間の顔を見ろ。目を

伏せた人聞はつかまえろ」と言われたことがある。

要するに何をやっているかというと、単純な乗っ

ている区間と日付が正しいかどうかということの

チェックと、一遍使った切符を、使用済みでもう

一遍使えない証拠として、はさみを入れていると。

こういう単純業務なのです。これすら機械化でき

ないということは技術陣としては恥ずかしくない

か。

ところが、自動改札というのを私鉄はやってい

ましたけれども、国鉄はちょっとやって失敗した

ものですから、むしろタブーになっていて、これ

は絶対できないという神話になっていたのです。

分で、重さ半分の電車をつくれというメッセージ

を出した。

値段と重さと寿命を半分にしろ、なぜかという

と国鉄は年間の修繕費が、何と全経費の 4分の 1

なのです。年間5，000億円の修繕費を使っていま

す。徹底的に物を直すというカルチャー。ところ

が、世間を見ますと、今どき、洋服にしても、家

電製品にしても、何万円もかけて直すというのな

ら、新しいものを買い直したほうがいいでしょう。

そのほうが、技術進歩が速いし、生産量数が増え

るから、メーカーは活性化するし、余計な人聞を

抱えて、メンテナンスのコストを払うよりも、そ

れが世間の常識じゃないかと，思って、値段半分、

寿命半分、それに重さ半分と。でき上がってみる

と、値段は 3割落ちて、重さは 3割落ちて、寿命

は下手すると倍になったのではないかという電車

ができ上がって、今、山手線や京浜線を走ってい

ます。

私は、そういった意味で、民営化後、いろいろ

な部分で、新幹線ほど壮大ではないけれども、自

動改札をやる、値段半分の電車をつくれ、あるい

は線路の点検を自動化できないか、レールの継ぎ

目が広いか狭いか点検しているのですが、そんな

ものは機械化できないことはないだろうというわ

けで、キャッチフレーズとしては、「汗と散歩の

保線からの脱却Jと言ったのですが、私はそうい

う意味で、十数年前ですけれども、車両部門、線

そこで、「おい、これをやるぞ」といって、 1987 路部門、駅の改札部門、電力部門、信号部門につ

年の民営化の翌年ぐらいですけれども、社内では、 いて、すべて明確なプロジ‘ェクトを与えたつもり

そんなもの……という感じだ、ったのですが、絶対

にこれをやろうと，思って、ほんとうに必死になっ

てやりました。小県君という大変優秀な部下がつ

いてきてくれて、これが実現できました。

数年前から、 SUICAという、ご承知のとおり、

ICカードを入れまして、今は640--650万枚、お

そらく ICカードの実用化としては、世界トップ

レベルではないかと思います。こういったプロジ

ェクトが生きています。

国営企業というのは、はっきり言ってコストが

高いのです。高いものを買うのが当たり前の世界。

このコストに挑戦するのが民間企業の原点だとい

うことで、非常に乱暴ですが、値段半分、寿命半
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です。そうしまして、やっと日本の鉄道技術とい

うものが、各社の競争もあって、今や、世界のど

この国と伍しでも恥ずかしくないようなレベルま

で戻ってきてくれました。

若干自慢めいたように見えますけれども、くど

いようですが、私はまず人材育成をするためには、

彼らに働くだけの喜びのあるような、また、どう

しても働かなければならないような、きちんとし

た実現の可能性のある、しかも難しい、やっと届

く程度のハードルのプロジ、エクトを与えることが

一番の組織の人材育成になると確信をしていま

す。それを出すことが経営者やリーダーの責任で

あると。そういうリーダーなしにして、人材育成

局ヘ

周ヘ



F帆

(得額ヘ

はあり得ないと私は考えています。

1964年にアポロが月に着いたころに、宇宙開発

事業団ができている。それから、 34年、やっぱり

世界に負けないロケットと衛星をつくろうという

明確な目標があって、 34年後の今日、ほぽ世界に

も伍せるロケットができた。その過程でも、宇宙

開発事業団でも、メーカーでも、相当優れたエン

ジニアが育ってきました。やはり、これも一つは、

明確な目標があった。

ただ、過去は、新幹線もそうですけれども全部、

キャッチアップ型の目標だ、ったのです。これからは、

先進国型というか、リーダー型の目標をつくって

いくことが、私は人材育成のための最大のテーマ

でありますし、それを与えることが、組織のリー

ダーの責任だと，思っていますので、そういったこ

とを申し上げて、ちょうど時間になりましたので、

拙いお話でございますが、私の話を終わらせてい

ただきます。ご清聴ありがとうございました。(拍手)

EAJ Infonnation No.116/2003年 8月 37



講演 3

人材育成は国家百年の計
一学校教育と生涯教育-

大橋秀雄(工学院大学理事長/日本工学アカデミー政策委員 ・企画委員)

司 会 次に、「人材

育成は国家百年の計」

ということで、「学校

教育と生涯教育Jの二

つの而から、工学院大

学理事長の大橋秀雄先

生にお願いしたいと思

います。

大橋先生は、 195411::

に東京大学の機械工学科を卒業されまして、 5411ミ

から 5年ほど、石川向重工業にお勤めになりまし

た。1959年から東京大学機械工学科の諮問lとして

お勤めになりまして、 1992年に東京大学を定年退

官されました。その後、工学院大学の機械工学科

の教授、 1994年からこの 3月まで工学院大学の学

長をされまして、この 4月から理事長ということ

で、ございます。では、よろしくお願いいたします。

大橋秀雄 最後のスピーカーとして40分いただき

まして、日ごろ思っていることをお話a ししたいと

思います。

私は、先ほどの山之内さんより 2年早く東大の

機械を卒業しましたので、大体同じ|時代背封に

育っております。新制大学 2回Hの卒業ですが、

そのころ、大学院に進む者は「入院制」と称する

少数派で、荘、を含めてほとんどのものはすぐ就職

しました。石川島重工業に入社しましたが、 今の

学生だ‘ったら、ロボット、 ロボッ卜と言うところ、

当時の学生は、ガスタービンだ、ジェットエンジ

ンだと言っていたHキ代でした。それをやっている

会社として石川向に入りましたが、アカデミ ー会

員である今井兼一郎さんに勧められて入ったわけ

でございます。

ところが、会社に入ってみると、そのころの会

社は自前で研究開発をするという経済力が欠けて
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いて、やることといえば、外国の文献を読んで、は

何か役に立つ情報はないかと模索するだけでし

た。そうこうしているうちに、こんなことだ‘った

ら、 I~I 分が情報をつくる立場になりたいと思うよ

うになって、 ドイツの留学生試験を受けたら受

かっちゃった。会社には、幸い在籍のままの留学

という扱いにしていただきま した。国q~留学生で

すから奨学金をいただきましたが、会社の月給も

続けてもらいました。ただし、そのころ私がもらっ

ていた会社の月給は、 ドイ ツ政府からもらう奨学

金の約 3分の lでした。それで2年11日、 ドイツの

ブラウンシュバイク工科大学に研究留学し、幸い

にして学位をも らって帰ってきま した。

帰国して間もなくしたら、り校の機械工学科か

ら戻ってこないかという話がIIJてきました。大学

の都合で急に人が必要になったわけです。私はど

うすべきか随分悩みました。当時社長だった土光

敏夫さんと、機械科の長老教授が移結交渉で而談

したと きに、私は|間接的に聞きま したが、土光さ

んがこう 言われたそうです。「会社に残って、技

術を担うのも大切である。 しかし、そういう人を

育てる大学の役制も大きい。どちらを選ぶのかは、

どうぞ向113に決めて下さい。J大変立派なお言葉

でありまして、私は迷いに迷ったあげく、大学に

戻ったわけであります。ですから、たった 5年Itll

の会社経験でありましたが、私の人生の中では大

変:¥.'tiliなlYl問であったと思っております。

二つの観点

さて、今日お話しするのは、 「人材ff成は国家

百年の?;I"Jと題しております。これまで人材育成

というと、いつも産業競争力強化の観点ばかりが

表に出てきました。ことに将来の産業競争力に対

して賞伝サあるいは赤信号が山てくるようになる



向、

(鰍

と、今や、国をあげて人材、特に技術者の育成・

強化の必要性が叫ばれております。私はその観点

に大いに賛成いたしますが、それだけではない、

もう一つの観点を見落としてはならないと痛切に

感じております。もう一つの観点とは何かという

と、信頼できる社会のためにということです。

技術者というのは、産業競争力を担って国力の

基盤を支えるのは当然でありますが、技術者が

f旦っている技術そのものが、社会の安全を支える

基盤だということを忘れてはなりません。現代社

会における日々の暮らしの安全は、人工物の信頼

性にかかっていると言っても過言ではありません

から、それを支える技術者は、その信任に応える

だけのきちんとした責任感を持たねばならないわ

けです。すべての技術者に、そのような責任感を

要求するのは難しいとしても、技術を担うコアの

人たち、それを私はプロと言いますが、そのプロ

が技術の社会的責任を担う中核的存在にならなけ

ればなりませんoそしてそのプロが、社会からはっ

きり認知できる存在にならなければなりません。

技術者育成強化の観点と、プロ育成の観点は、

具体的には不可分のものでありますが、これまで

は前者のことばかりが言われてきました。後者も

極めて重要な観点であることをご理解いただくの

が、今日お話しすることの中心テーマでございま

す。

大学の役割

ところで、私はこの 3月まで工学院大学の学長

を務めてきました。私立大学は国立大学に比べる

と、学生及びその父母に対するサービス精神はは

るかに旺盛です。工学院大学では、全国21カ所に

置いている大学後援会支部で毎年父母懇談会を開

催し、父母の皆さん方とお会いして、そのご意見

や注文を教育に反映しています。そういう機会に

私は「高いお金を払ってお子さまを大学に出して

いらっしゃいますが、大学に何を期待しますか」

と父母の方々にお尋ねしますと、ほとんどの方が

「高い学問を身につけてほしいと，思っていますJ

とおっしゃいます。それに対して私は「学部を出

ただけで、高い学問なんか身につくはずはない。

だいいち、高い学問なんでいうのは、次々に変わっ

ていくものだから、いま身につけたからといって、

安心できるものじゃないと」と腹の中では思いま

すが、それを父母にご理解いただくには、まさに

常識を覆す意識改革が必要で、至難の業でありま

す。

例えば、学生はどのぐらい学部の 4年間で勉強

するかと考えますと、いま JABEEでは、少なく

とも1，800時間の確認できる学習時間を保障する

ように要求しています。いろいろな学科が

JABEEの認定を受けようとすると、学生が少な

くとも1，800時間は先生の目の届くところできち

んと勉強することを証明しなければなりません。

家で自習する人の学習時間はもっと多くなるで

しょう。しかし、しない人はゼロですね。

一寸計算してみましょう。人生40年間働くとし

ますと、 40年X365日x24時間、 34万5，600時間に

なります。そのうち1，800時間というのは、千分

の5に相当します。大学で学習する時間なんて、

自分が生涯働く時間の千分の 5です。千分の 5で

習ったことで、生涯済ませようと思うなんてとん

でもない話でありまして、これは皆さん方も十分

おわかりだと思いますが、進歩する科学技術につ

いていくためには、まさしく日々のブラッシュ

アップ、アップデートが必要になってまいります。

実は、工学院大学は創立116年を迎えておりま

して、これは私立大学でも十指に入るくらい歴史

の古い大学です。しかしその歴史も、現在ギネス

ブックに載っている世界最高齢者・本郷かまとさ

んの人生より一月短いわけですから、一人の人聞

が生涯の聞に経験する変化というのは、まさに想

像を絶するほど大きいことが痛感されます。もっ

とも116年間働いているわけではありませんが、

仕事を通じて実社会である役割を担うのが例えば

40年間としても、その聞に起こる変化はものすご

いものがあります。

例えば私が学生のころは、まだ DNAもありま

せんでした。半導体もありませんでした。プレー

トテクトニクスもビッグパンもありませんでし

た。すなわち、生命観だとか地球観、宇宙観、我々

の認識の根元を変えるような新しい知識が、実は

私が卒業してから世の中に出てきたことになりま

す。そういうことを考えますと「大学というのは
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知識を教えるところじゃないんだ、 一生、新しい

知識を取り続けていける基礎力を養うところなん

だ」と学生にも親御さんにも分かつてもらいたい

のですが、それがなかなか分かっていただけない

のです。

我々が生きている時代は、科学技術の進歩が目

まぐるしいほど早く、いつも勉強していなければ

遅れてしまうと皆が思っています。このような切

迫感が、現代人に大きなストレスを与えており、

そしてそれが現代という時代の特色かと思ってい

ました。実は私は、最近柴田朔先生が I学術の動

向jという学術会議の機関誌に主i:かれたものを読

んでび、っくりしました。ゲーテが、 1809年、 200

年前に、 f親和力jという小説をおいていますが、

その中に出てくる田舎紳士が次のように言ってい

るそうです。「今 じゃ、 一度勉強したから、 一生

もつものなど、そういうものは何もないんだ。皆、

5年ごとに習い直さなければならならないんだ」

200年前に 5年ごとです。そうすると、 今や毎

年勉強し直しても足りないくらいです。我々 は、

現代は特別に変化が激し時代だと考えていました

が、少し冷静に考えてみると、昔の人も同じよう

に感じていたのかも知れません。変化の感覚は、

絶対値ではなく変化の割合、すなわち対数スケー

ルで決まりますから、その時代時代を生きた人は、

感覚的にはそれぞれに大きな変動を乗り切ってき

たのかも知れません。変化の絶対値は、これから

もますます大きくなるでしょう。しかし相対値で

考えれば、怖れることはありません。

さて、 ここで大学の役割を総括してみましょう

(図 1)。大学の役割は、高度な学問を教えるこ

とであると、 今まで、我々大学人が社会や親たち

を洗脳してきました。これは、要するに、大学の

ニーズを押しつけたことになります。学士会の会

報の中で、京都大学のある先生が舎かれた記事を

見て、ぎょっとしたこ とがあります。大学の目的

というのは、後継者を育成することにあるとおい

であるのです。学問を継承 ・発展させるのが大学

の使命だと考えれば、なるほどそうです。この感

覚で見ると、これまでの大学の慣行が良く耳目解で

きます。私が東大に入って初めて数学を習ったと

き、大きな衝撃を受けました。私は、結構数学は
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図1 大学の役割

大学の役割

鴎瑠圏冨謹難鶴
大学のニーズ

学生のニーズ

得意なほうだったのですが、 100人いても99人が

数学嫌いになるような講義をするのです。そんな

講義でも、 100人に一人くらいは、これは而白い

というやつが絶対います。そういう人の中から、

次の数学を担う人が出てきます。

次の学問を担う後継者を見つけたいと思った

ら、ああいう講義をするのが一番いいのか、なる

ほど、大学というのはこういうと ころかと、だん

だ、ん後で‘分かつてきました。京都大学の先生は、

ずばり大学のニーズを正直に言っているなと実は

感心しました。しかし、国立大学から私立大学に

移って、学生の学納金を基本に大学を運営する立

場になると、学納金を使って学問の継承・発展を

図るというようなことは、お客様のお金を別の用

途に使うようなもので、これは到底いえません。

大学は、これまで自分のニーズを学生に押しつ

けてきました。それから、先生方が講義でしゃべ

るのも、自分が持っているシーズ、すなわち自分

の学問の体系をまるごと学生に植え付・けようとし

てきました。これまでの大学は、そういう時代が

長く続いてきましたが、それをこのまま続けると、

教育の国際競争に敗れて日本の大学から学生が消

えていく事態が予想されるようになってきまし

た。これからは、先ず第一に、 学生のニーズに応

えなければならないと思うのです。これは、国立

も私立も変わりません。それは結局、学生一人ひ

とりが、将来、職業を通じて社会の中で重要な役

割を担うための基礎力を養って、自信を持って社

会に出て行く 。強い学生を送り出す。これこそが、

まさしく大学の役制であると思っています。

誤解を防ぐために申し上げますが、私は何も学:



問を継承・発展させることの重要さを否定してい

るのではありません。大学は教育機関であり、最

大のミッションが教育であるという当たり前のこ

とを言っているに過ぎません。

大学の理念・目的

さて私は、 33年間東大で教えた経験があります

が、そのころの私のセンスは、まだ大学ニーズ型

だったと思います。東大が、東京大学白書:i現状

と課題jと称する、いわゆる白押の走りを出した

のが1992年です。600ページを超える分厚い白書

の中で、どういう教育理念が述べられているのか

探して見ましたが、見付ーかったのはただ一つ、次

の一節でした。「学問の謹奥を窮め、研究の先端

を進めることによって得られた成巣を、教育に反

映させ、その内容を高度に保つのが、本学の基本

的な型念である」これだけが教育に触れている部

分ですが、その後ろに、 こういう考え方は、いわ

ゆるフンボルト的大学観であって、それについて

いろいろ批判があるとか何とかと、要するに解説

になっていて自らの理念を述べているとはとても

言えません。私は、機会あるごとに、どこに東大

の教育理念があるのか聞い続けてきました。

それに対して、アメリカの Harvey Mudd 

Collegeのケースをご紹介します。この学校はロ

スアンジェルス郊外にある学部中心の理工系単科

大学で、研究大学:でないせいか日本ではほとんど

知られておりません。 しかし卒業生を名だたる研

究大学院に送り込み、教育の質の前iさでは全米に

l鳴り響いています。その大学のミッション ・ステー

トメントを、次にご紹介します。iHarveyMudd 

College seeks to educate engineers， scientists 

and mathematicians， well versed in all of these 

area and in the humanities and the social 

sciences. so that they may assume leadership in 

their fields with a clear understanding of the 

impact of their work on society. J 
ここでは、先ず技術者、科学者、数学者という

人間を育てることをきちんと宣言 し、それらが関

連分野及び人文 ・社会科学に熟達して、自らの仕

事が社会に及ぼすインパクトを明確に理解しなが

ら、リーダーシップを発揮出来るようにするのだ

と述べています。大学の使命は、まさしく人を育

てることが主体であり、学問を教える ことはその

要素に過ぎないわけです。

東大を始めとして日本の大学は、理念と称して、

ほんとうに何かふわふわしたこ とばかりしか言っ

てきませんでした。 その ~Ilで、東京大学は今年 3

月18口に、初めて東京大学出草というのを発表し

ました。学内での議論を重ね、評議会を通った日

が 3月18日と聞いております。憲章の中で、教育

の目標が次のように述べられています。

「東京大学は、東京大学で学ぶに相応しい資質

を有するすべての者にJlIJ戸をIAき、広い視野を有

するとともに高度の専門的知識と理解力、洞察力、

実践力、想像力を兼ね備え、かつ、国際性と|荊拓

者的精神をもった、各分野の指導的人格を養成す

る。このために東京大学は、学生の個性と学習す

る椛利を尊重しつつ、世界11立高水準の教育を追求

する。」

指導的人間を育成すると言うのではなく人格を

育成すると書いてあるのが少し気になりますが、

以前の白書の表現と比べて学生のニーズに応えよ

うとする格段の進歩が認められます。

技術者教育の系譜

ここで、日本の技術者教育の系譜を考えてみま

しょう(図 2)。我々の技術者教育のスタートは、

タイミング的にもその方向付けからしても最高

だ‘ったと思います。明治 4~I::に工部省に工学野が

できましたが、高等教育と呼ぶにふさわしい教育

が始まったのは、明治10年の工部大学校に遡りま

す。へンリ ー ・ダイアーなどの外国人教師が、自

図2 技術者教育の系譜

明治4年
明治10年
明治18年

明治19年
明治20年
明治30年
大正8年
現在

技術者教育の系譜

工部省工学寮 JHダイアー
工部大学校〆~Iなど外国教師

文部省に移管、 工芸部と
合併して工科大学

帝国大学工科大学

工手学校設立
東京帝国大学工科大学
東京帝国大学工学部
東京大学工学部
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分たちの理想を日本で実現したという形で、工部

大学校をつくりました。そして、明治18年に文部

省に移管になり、翌19年には、ほかの理科大学、

法科大学、医科大などと一緒に帝国大学の一員と

なりました。

帝国大学初代総長に就任した渡辺洪基は、就任

の翌年に工学院大学のルーツである工手学校を創

立しています。これは、後でご説明するように、

まさに時代のニーズに応えたことになります。そ

して明治30年に、今度は京都に帝国大学ができま

したので、帝国大学から、東京帝国大学に変わり

ました。大正 8年に至って、帝国大学の工科大学

から工学部と名前を変えました。今から考えると、

工学部は工学部としても、本来は工の学部(School

of Engineering)であるべきなのに、それを工学

の部 (Divisionof Engineering Science) とみんが

思いはじめるきっかけが、ここから始まったと考

えられます。その流れの延長線上に、現在の東大

工学部があります。

ヘンリー・ダイアーが導入した工部大学校は 6

年制で始まりました。 1、2年は全学科共通の一

般教育に当てられました。当時は今の言葉で言う

と、建築、土木、機械、電気、化学、鉱山などに

分かれていましたが、共通の基本を学んだわけで

す。 3、4年で、専門科目、例えば機械ですと、

ボイラー、蒸気機関とか製図、実習、実験などの

実技を学ぶことになります。それから先がありま

す。 5、6年は校外実習をやるために、工場など

の現場に入ってゆくわけです。最終学年の後半が、

卒業論文の取りまとめに当てられました。工部大

学校の 6年の教育を終えた人は、まさしく卒業の

時点から、技師として人を率いてゆけるように育

てられました。 6年間というと修士と同じ年限で

す。今の修士課程を修了したものが、工部大学校

卒業生並みの実力があるかというと、まあ、申し

わけありませんが、あるとはとても思えません。

現在たったの 4年間の学部教育の中で、最後の

1年間を、ほとんど卒業論文に当てるという慣行

が今なお続いていることを考えますと、それに対

してはいろいろな意見がありますが、極めてバラ

ンスを失した教育が行われていることがよくわか

ります。工部大学校のころは、技術者教育という
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意味では、まさしく理想的な教育が実現されてい

たと思えます。

明治19年は、帝国大学ができた年であります。

このころは、どのぐらい卒業生が出たかといいま

すと、工科大学校の全学科あわせて約20人です。

機械科の卒業生は毎年 1名か2名でありまして、

そのころの卒業生のお名前は、東大機械同窓会の

名簿に全員物故者として並んでおります。卒業生

数は、明治18年に 2名、 19年に 2名、 20年は 1名、

21年に 2名、こんな数しか出ていなかったわけで

す。こういう方々は、さっきお話ししたように、

ものすごく理想的な教育を受けたかもしれません

が、数が徹底的に不足していたことは自明です。

そういう中で、帝国大学ができた翌年に渡辺洪

基先生が工手学校を設立した意図が、その設立趣

意書からはっきり読みとられます。それには「工

業の隆盛を謀るには、鉄道敷設等数多の事業に必

須なる技術者を要すること頗る多し。而るに今我

国の有様は、高尚なる技師を養成するに充分なる

も、専門技師の補助たるべき工手を養成する学校

に至りては、亦一校の設置あるなし。故に工業家

に於いては、補助工手の供給なきに苦しみ、学術

応用の思想に乏しき者を以て、彼の高尚なる技師

の補助と為さざるを得ず。因て葱に工業学校を設

立し、所謂補助工手を養成し、以て我国工業の隆

盛を企図すJと当時の状況が赤裸々に述べられて

います。 20人の工学士を出して、どうして技師養

成が充分かと言いたくなりますが、これは要する

に、学士を出すに必要な制度としては帝国大学が

できたので、制度としては充分だと思ったので

しょう。時代が必要とする人材を育成して工業の

隆盛を図ろうとする明治のグランドデザインが、

趣意書からはっきり読みとれます。

こういう中で、工学院大学の前身であります工

手学校は、明治22年から、 150名から200人前後の

卒業生をずっと出してきました。当時の工学士が

20人程度だ、ったことを考えると、その10倍近い物

すごいサポート人材を、ここから生み出していっ

たことになります(図 3)。

理学士や工学士の補助者を育成する教育として

は、実は明治14年、帝国大学ができる 5年も前に

二つの学校ができています。一つは東京理科大学

局、

aヘ



図3 実践的技術者の育成

1.剛 当時他に
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学士と技能者の中間に立って、工場、設計室、研究室などの現場を動かす

実践的技術者が強く求められた。毎年150人-250人の卒業生を輩出した。

の前身である東京物理学校で、 21人の若い理学士

が、自分たちの研究を補助する人材を育成しなけ

ればならないという ことで、神楽坂まで毎晩大八

車で実験器具を述んで教育を始めたというのが、

東京理科大学の創立物語となっています。これは

私立の学校でありますが、同じ年に国立の東京職

工学校が設立されて、 i蹴工、今で言う実践的技術

者の教育を始めています。これは東京工業大学の

前身であります。こういう形で、数少ない「高尚

なる技師iJを補助する人材の育成が徐々に立ち上

がってまいりました。

技術者とは何か

ここで、技術者と技能者の役割をきちんとご説

明しておこうと思います。皆さんは十分認識して

おられると思いますが、 図 4に示すように、技術

にかかわる職業、すなわち技術業にはその性格に

おいて広がりがあります。一帯左側がエンジニア

リングと呼ばれているもので、これは高等教育レ

ベルの知識をベースとする技術業を指します。と

ころが右側の対極に、スキル(技能)をベースに

した技術業があり、これをテクノロジーと言いま

す。Technologyというのは、科学技術を Science

and Technologyというように、技術一般を指す

ことがありますが、技能ベースの技術業を指すと

きも Technologyと言いますから、文脈からその

意味を使い分ける必要があります。

エンジニアリングを業とするものがエンジニア

(技術者)であり 、テクノロジーを業とするもの

がテクニシャン (技能者)と呼ばれます。明治20

年前後を考えますと、 4万ー年たった20人の学士しか

卒業しなかったのに、それを大量の技能者が支え

ていました。当時の工手や職工というのは、技術

者と技能者の中間に位.，ili:して、製図、計iJ1lJ、試験、

管理Hなどの仕事を1llっていたと思います。例えば

イギリスでいいますと、技術業の各クラスにそれ

ぞれ資格名称が与えられており、知識ベースが

Chartered Engineer、技能ベースがEngineering

Technician、その中間がIncorporated Engineer 

と呼ばれています。

ひるがえって現代を考えますと、激しい技能の

技術化が起こりました。今でも、技能者はもちろ

ん必要です。しかし、工場にいるかなりの作業者

図4 技術者と技能者
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は、必ずしも技能を必要とせず、ただ単に時間で

働いている人、パートタイマーでもフリーターで

もいいようになりました。そういう工場の現場で、

ほんとうに技能が必要であるという局面を、我々

が次々に減らしていったわけです。かつては熟練

を必要とした仕事の大部分を、いまでは自動機械

が黙々とこなすようになっています。技能の技術

化が起こった結果として、またはそれを推進する

役割を担う者として、現代では巨大な技術者の集

団ができ上がってしまいました。 20人の学士が誕

生した明治20年に比べますと、今や、毎年10万人

の学士が我々の仲間に加わってきます。我々が現

在必要とする技能者は、 Engineeringでは置き換

えることの出来ない高い技能を持っている人で、

数に対する要求は激減しましたが、その価値はむ

しろ高まってきたとも言えましょう。

技術者教育の変容

明治以来の技術者教育の歴史を振り返ってみま

すと、ヘンリー・ダイアーが植え込んだ技術者教

育が変容した二つの転機を挙げることができま

す。一つは、工学部と名称を変えたことです。英

文名称まで変えたというなら、まだ話はわかりま

すが、日本名だけ工学部にしてしまって、その結

果学問だけを担うという意識が急激に強くなり始

めたと思います。もう一つは、戦後の産業急成長

時代に、企業が大量の技術者を必要として、教育

にはあまり期待しないが、とにかく早くたくさん

出して欲しいという風潮が広がったことです。大

学は素材の大量供給、企業はそれを鍛錬して使い

ものになる技術者に育てるという暗黙の役割分担

が定着化したのは、実は戦後になってからだと思

います。それを今、我々がまた元に戻す必要があ

るのではないかと思っています。

このような教育の変容が起こってしまったその

基底に、私は日本人に共通な、あるいは東洋的と

いっても良い一つの美意識を感じています。人の

教育から学の教育に転換してきたその根底に潜む

ものとして、学問は尊い、しかし業は卑しいとい

う、我々の潜在的美意識を否定することはできま

せん。最近では、高等教育における専門職育成の

重要性を主張しでもあまり反対する人がいなく
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なってきましたが、これが10年前だったら、「そ

んなことは専門学校に行って話してちょうだい」

と反論する人が必ずおられました。そういとき、

私は「あなたは病気になると、お医者さんに診て

もらうでしょう。お医者さんは立派な職業ですけ

れども、それを専門学校で教えるだけでいいんで

すかJといって反論しました。我々の中に、とく

に大学人の中に、学は尊いけれども、業は卑しい

という先入観が強くあったことを否むことはでき

ません。

しかし、個人というのは、社会の中で職業を通

じて一定の役割を果たしています。安定して信頼

感のある社会は、それぞれの職業を誠実に担う人

たちによって支えられています。個人の社会にお

ける尊厳は一個人にはいろいろな価値があります

が社会から見た価値というのは一職業を通じて具

現されます。そういう意識にもう一度戻る必要が

あると思っています。

時間も押してきましたので、ここでプロ育成の

観点に話題を切り替えます。

9. 11テロの衝撃

2001年9月11日に起こったワールドトレードセ

ンターピルに対するテロ攻撃は、地球上全ての人

に大きな衝撃を与えました。三千人近い死者を出

したこの惨劇に直面して、それぞれの方がそれぞ

れの考えを持たれたと思いますが、多くはテロを

どう押さえ込むかという観点だ、ったと思います。

私の衝撃は、少し違っていました。これは人工物

対人工物の壊し合いです。近代ピルと近代技術の

粋であるジ、エツト機が壊し合いをして、ジェット

機が勝ったという話です。人工物対人工物の壊し

合いは、これは実は珍しい話ではありません。戦

争というのは、まさに人工物対人工物の壊し合い

でありまして、今度のイラク戦争でも、我々はテ

レビでいやというほど見せつけられました。私が

衝撃を受けたのは、今までの人工物対人工物の壊

し合いは、国家対国家の戦争としてそれが行われ

てきたのに、これからは国家対個人の戦いとして

それが始まるだろうという予感です。その象徴出

来事として、あの惨劇のシーンが験に焼き付いて

おります。

《

《
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今や個人の能力は、想像を越えるほど大きく

なってきました。例えば、この演壇に置いてある

パソコン一つにしても、これは近くの量販庖で

買ったものですが、これはすごいですよ。 20年前

の国家最強のスーパーコンピューターに匹敵する

性能を持っています。科学技術の新しい知識や製

品の市場浸透力は予想を超えて加速しておりま

す。 20年も待てば、例えばサイバーテロをしよう

と試みるとき、かつては国家あるいは世界企業し

か持てなかったような高性能マシンを個人が駆使

できる時代になっています。そういう時代になり

ますと、ネット上に流れている情報を拾い出し、

市販されている製品を利用するだけで、その気に

なったら、個人がものすごいことをしでかす時代

となりました

我々技術者は、これまで、どちらかというと善

意のユーザのみを念頭に置いて仕事をしてきまし

た。これからは、それでは済まなくなりそうです。

悪意のユーザが技術を反社会的な目的に使用する

ことを抑止する機能、それを技術が備えるべき重

要な機能として常に意識しなければならない時代

がやってきたと痛感し始めました。そういう意識

のきっかけをつくったのが、私にとっての9.11テ

ロ事件でありました。

プロの役割

技術の及ぼす影響は、今や絶大です。その観点

から現代社会の安全保障を考えますと、技術を担

う者の中核に、技術の社会的影響に対して明確な

責任感を持つ多数のプロ技術者がいることが必要

だと思います。プロという言葉を使っていますが、

後で説明します。というのは、技術者が全部そう

あってほしのですが、社会に対して公益を担うこ

とをきちんと約束し、社会もそれを認知するコア

となる集団が必要です。その役割をプロとしての

技術者に担ってもらわなければならないと思いま

す。

プロとは何かといいますと、「社会が必要とす

る特定の業務に関して、高度な知的訓練と技能に

基づいて独占的なサービスを提供するとともに、

独自の倫理規定に基づいた自律機能を備えている

職業Jというのが国際的な常識だと思います。技

術者は、必ずしもまだ完全なプロとは言えませんo

独占的なサービスを提供するという業務独占も、

一級建築士のような免許の場合を除けば欠けてい

ますし、倫理に反する不適格者を除外するという

自律機能も不足しています。現実はそうですが、

世界中の技術者、ことに西欧の技術者は、社会の

中でプロとしての地位を確立すべく、技術者が誕

生して以来の200年間、営々と努力を続けてきま

した。 Engineeringis a Profession. これは技術者

全ての理想であり、目標でもあります。我々も当

然、それに加わっていきたいと思います。

しかし現在の段階では、明確にプロと呼べる技

術者は、例えば技術士のような公的資格をもった

ものに限るほうが、社会に対して説明しやすくな

ります。日本の技術士でも、アメリカの PEこと

プロフェッショナル・エンジニアでも、公的資格

を有するものは、法的に公益に対する責務を負っ

ています。ですから、たとえ業務独占性が欠落し

ていても、プロとしての役割を立派に担うことが

できます。最近倫理規定をもっ学協会が段々増え

てきました。すると、そうゅう学会倫理規定を守

るという前提に立てば、学協会の会員であること

も、やや弱い形でのプロの証ということができま

す。資格は、技術者個人の能力を客観的に証明す

るという面だけが強調されやすいのですが、公益

に対する責任を負う約束手形である面もあわせて

強調させていただきます。

医者がプロであることは、誰でも認めます。確

かに業務独占性、自律性の何れをとっても、条件

図5 医学と工学の対比

Science Profession 
学術 専門職業

医学 医争f.j業

Medicine 

Professionals 
専門職

医師

島佃s

ヒ尚陶削山t加加凶u町m凶…ra凶al

Created Science →意志発現の科学

工学固有科学→設計学、計画学、制御学、管理学
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は整っています。図5で、 医学と工学の対比を試

みてみます。サイエンス(学術)、プロフェッショ

ン(専門職業)、プロフェッショナルズ(専門職)

に分けてみると、医学、医術紫、医師と工学、技

術業、技術者が対応した概念になります。

医術業 Medicineは人間の健康に対してj，oz任を

持つ専門職業、技術業 Engineeringは人工物の信

頼性に対して責任を持つ専門職業であります。医

術業を担う医師は、医師免許を必要とし、また「ヒ

ポクラテスの哲・い」のようにギリシャ|時代からの

医師倫理rrの伝統もあります。それに比べると、 200

年の歴史しか持たない技術者は、まだまだ医師と

は大きな距たりがありますが、現代社会における

生命 ・安全に対するn.任においては、いまや全く

同等であると思っています。そういう意味で、我々

は社会に対する責任の取り方を医AiIi並にはっきり

させていく必要があり、そのためにもプロ集団と

しての技術者がどうしても必要になります。

工学再考

ちょっと余談になりますが、我々工学をやって

いる人は、いつも、工学とは何かという訴になっ

てくると、理学部の人から「工学は理学の応用問

題だ。理学の亜流だ」と言われて、むっとした経

験を誰でも持っています。上手く反論できずに、

もどかしく思うこともしばしばあります。それに

対する私の考え方を、ここでお話ししましょう。

医学も工学も同じですが、学問の中に、実は二

つのものが混在しています。工学というのは、技

術が必要とする知識、サイエンスであるとすると、

その重要な一部はナチュラルサイエンス(自然科

学)である ことは明らかです。要するに自然の法

則をどう発見してくるかということで、ここにい

らっしゃる西岸先生なんかはその典型ですが、新

しい発見をしようと思って努力しているときは、

そこには工学部の研究者も理学部の研究者も全く

差はありません。自然科学者としては同じ土俵に

立って勝負するわけです。

ではなく CreatedScienceで、強いていえば意志

発現の方法にl却する科学といえます。llliJ御学の他

にも、工学の分野は設計ー学、製造学、計画学、管

理学などがあり、これこそが工学固有の知識体系

で他分野には存在しない科学といえます。ところ

が、これが自然科学に対して決定的に遅れていま

す。それは、自然科学こそが正統科学、それ以外

は亜流科学と考えられていた逃産とも言えます。

でもこれこそが工学問有で、理学部には存在しな

い科学ですから、これからもっと本腰を入れて取

り組む必要があります。

医学についても同じことがいえます。医学も、

もちろん生命現象に関する自然科学の知識を基盤

とすることは当然ですが、例えば検査、診断、施

療、施薬など、ま11力と経験が産み出した知識体系

が、医学に固有な科学となります。生命科学の先

端知識だけで医者が務まるかというという と、と

んでもない話です。医学でも、やはり Created

Scienceの部分が遅れているという情況は、工学

と同じでしょう。

技術者の一貫した能力開発システムの樹立をめざ

して

ここで、わが国の技術者の椛成を考えてみま

しょう。現在日本には、図 6に示すように240万

人の技術者がいることになっています。これは国

勢調査における自己申告の結果ですが、工学部卒

の学卒が毎年10万人以上という情況が25年は続い

てきたことを考えると、納得できる数値になりま

す。この中で、 29万人というかなり大誌の一級建

図6 技術者の構成

240万技術者

我々は、自然科学の知識だけで人工物を創造す キ工

ることはできません。例えば目的に沿うように制

御するという行為の知識体系、ilJlJ御学は、人間の

知力が作りだしたもので、これは NaturalScience 
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築士が目立ちます。日本工学会に加即する100を

越す学協会の会員は、延べ65万に達しますが、重

綾を除いた実数は多くても40万人桂度と推定され

ます。これは経済産業省が公表している工学研究

者数40万という数値と一致していますが、研究者

といわれる以上学協会に所属しているはずですか

ら、当然の一致といえます。

こういう中で、現在 5万人の技術士が登録され

ています。240万人の僅か 2%で、技術者を代表

するプロ集団としては、量的存在感が絶対的に不

足しています。私はこれを、 10年ぐらいの問に少

なくとも 10倍に増やして、技術の公益を担うのは

この人たちだと、社会からはっきり見えるよう に

するのが緊急課題だと認識しています。それがで

きなければ、現代社会が求める安全保障が遠のい

ていくばかりだと思われてなりません。

国の産業競争力を強化するためにも、安全で信

頼のi置ける社会を実現するためにも、技術者が生

涯にわたって生き生きと能力を発揮できるような

仕組みを作らなければなりません。このために、

図7に示す技術者のー貰した能力開発システムを

今立ち上げようとしています。左から右に時間が

進みますが、一番左側の出発点が大学における技

術者基礎教育になります。質の高い、そして国際

同等性を主強できるような基礎教育を終えたもの

は、卒業後、実務修習を重ねながら国|際的に通用

する技術者に成長していくわけであります。そし

て適切な機会に、技術士とか一級建築士のような

プロの証としての資格を取得する ことが望まれま

す。また囲内資格だけでなく、 APECエンジニ

アなどの国際資格を取得する ことも、国際化の時

代にますますその必要性が高まってきています。

右側の最下流に、継続能力開発CPDがありま

す。技術士や APECエンジニアなどの資格を持

つものは、CPDがいまや責務として位置づけら

図7 一貫した能力開発システム

技術者の一貫した能力開発三ステム

基礎教育実務修習資格取得継続能力開発

認定による質保証

国際同等l性の担保

れています。その他の技術者でも、自らの価値を

維持してゆくためには CPDが欠かせません。

CPDには、専門分野、襲If:易度、対面か遠隔かな

ど、多様なニーズがあり、それにきめ細かく応え

るには、学協会、大学、企業などのプロパイダー

が特色を発揮しながらサービスを展開する必要が

あります。

そういう中で、一番上流側の教育につきまして

は、 ]ABEE(日本技術者教育認定機構)が既に

スター トして、専門学協会の協力を得ながらかな

り急ピッチで、成果を上げております。これからの

目標は、下流側の整備に移ってきました。下流側

全体を PDEすなわち ProfessionalDevelopmen t 

of Engineersのためのイヌフラとして捉え、技術

者の能力開発のために効率的で整合性のある

CPDインフラを控えるための協議組織、 PDE協

議会を立ち上げるべく現在努力 していると ころで

ございます。しかし何十万という企業に所属して、

様々な環境で働いている技術者に役立つシステム

作りは予想以上に難しく、現在日本工学会と学協

会が連携しながら悪戦苦闘中でございます。

時間をちょっと超過して失礼しました。ご情聴

どうもありがとうございました。(拍手)
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閉会挨拶(まとめ)

内田盛也(日本工学アカデミー政策委員/科学技術連合フォーラム代表
/日本工学会顧問)

司会 では、西博先

生の基調講演から大橋

先生の「人材育成は国

家百年の計Jまでの 4

つのお話を総括すると

いうことで、スト ー

リ一テラーとしての内

田盛也様に、最後に閉

会の辞として今日のま

とめをお願いしたいと思います。

内田様は日本工学アカデミ ーの政策委員会委只

で、科学技術連合フォーラムの代表でおられます。

よろしくお願いいたします。

内田盛也 内田でございます。実はまとめをやる

予定はなかったのですが、会只の方から、 この前

演会の企画をした私に何か故後に、という要請が

山田さんのほうに入ったらしく、時間を私に取る

ようにということになったそうでございます。

最後に、お話された大橋先生、どうもありがと

うございました。私が言いたいこと もおっしゃっ

ていただいて、非常に助かったと思っております。

そもそも企画したのは、「国家戦略としての産業

人材育成」でございますが、明治のころに、大橋

先生がお話しになったように、ほんとうに心から

日本の将来を考えて、民間の産業振興を担当する

工部省が工部大学校をつくって、工業士官の育成

をはかったことによって、陸軍はこれらの人材の

努力によって鉄道をつくり、通信システムをつく

るということを行ったのです。海軍は黒船、つま

り軍艦建造のため、製鉄所、造船所をつくるとい

うことをやった。日本が世界で最高の知識と技術

を学び、技術者を養成して最高のものをつくって

いった歴史があるわけです。したがいまして、 先

ほどの山之内さんのお話のように、通信関係につ

いては、四i幸会長がやっておられるようなエレク

ロニクスを国鉄に取り入れていったというのは、
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明治以来の伝統をそのままやってきたということ

であって、非常にすばらしい国家の歩むべき道が、

明治のころに示されてあったのと同じように、今、

国家として必要なのは何なのか、そういうことを

ふまえて人材育成を考えるべきであるということ

が、この企画の趣旨であったわけです。したがい

まして、一つは、民生技術という意味で、繊維機

械から自動車産業への展開へ、それから国が主導

した巨大プロジ‘ェクトの例として、国鉄、満鉄、

新幹線、そこで来たした技術者の使命、役割、そ

れから、在るべき工学、技術者教育の流れでは、

大橋先生が見事におまとめいただいたとおりでご

ざいます。

それで、大橋さんからドイツのお話、ゲーテの

お話が出てまいりました。閉路会長からも、 ドイ

ツ人によるマツダのロータリーエンジンの話が出

ました。夜、と西i事会長は旧IliIJ大学だと思います。

したがって昔の旧制高校の頃に、ゲーテの書を読

んだ事などをしみじみ考えているうちに、ちょう

ど同じH寺WJに、フ イヒテ という哲学者が、 fフイ
ヒテ・ レーデン・アン ・デイ・ドイツチエ ・ナテ

イオン (ドイツ国民に告ぐ)Jという有名な演説を

行っていた事を思い出しました。ゲーテが、ナポ

レオンと初めて会談したころです。当時、プロシ

アはフランスに占領されて、国土が半分になる。

ドイツ国民はみんな絶望といいますか、自信を

失った。西樺会長がおっしゃったように、それと

同じ様に今、日本の国民は自信を失っている。そ

れに対して、フイヒテは、 ドイツ人の将来はドイ

ツ人の中にあるとドイツ人魂を呼ひ、起こす演説を

行い、ベルリン大学を創設して、学長になります。

それが ドイ ツの産業革命の起爆剤となります。教

育に力を尽くし、 ドイツの鉄鋼業革命はイギリ ス

のそれを抜き、 合成染料発明による巨大化学産業

の形成、さらに空中窒素の固定とj足業革命を果た

し、 ドイツ復権を達成したのです。ですから、大



(鰍

向、

学がいよいよ来年から独立法人化されるならば、

どの大学が、西i畢会長のおっしゃるような「日本

国民の若者に告ぐJということに応えるようなも

のになるか。私は、そのようなものがもうすでに

幾つかの大学でその萌芽があると見ています。す

べてとは言いませんが、少数ながら確実にそうい

う動きが始まっています。そういう意味で、西津

会長の話を非常に大変いいお話だと，思って、しみ

じみと伺っておったわけです。

それから、お母さんの話が出たので、たまたま

持ってきたので、これはご紹介したほうがいいと

いうのは、田村治子さんという59歳の、千葉県在

住の婦人の提言です。「教育基本法改正に思う」

ということです。昨年11月30日に、文部科学省が

「一日中教審(公聴会)Jを聞いた。この方は、そ

のときに非常に感動的な話をされたというので入

手したのです。 21世紀の日本の子供たちの教育を

どうするか、真剣な議論が行われているので、こ

の方が思い余って、いろいろ中教審へ投書された

ということです。この会に意見発表者として呼ば

れて参加されました。おそらく 2，000人か、 3，000

人集まったんでしょう。その中で委員の方から、

あなたが投書された意見を話してくれと言われて

発表されたものです。

この方のお父さんは、終戦後捕虜としてシベリ

アに送られて、 50年近くたった 4年前に初めて、

中国へ慰霊の旅に行かれて、かつての戦場に立ち、

大地を見渡し、空を仰いで、その時日本を愛し、

国を護るために、散華された方々の犠牲の上に今

日の日本がある事を痛感しました、と言っておら

れます。そこで59設になった今、私が父と別れた

ときと同じ年ごろの孫たちを見ながら、日本の精

神と教育の荒廃を思うと、じっとしておられませ

ん。ということで、東京ビッグサイトの会場に行っ

たんだそうです。まさに足がすくむような大きな

国際会議場であったと書いておられます。

次に、私が発表した意見ですということで記載

されているのですが、私は、中教審の中間報告に

注目していました。なぜならば、日本は危ない。

今のままの教育で大丈夫なのかと憂えていたから

です。戦後、 GHQが、日本を二度と立ち上がれ

ないように教育基本法をつくり、歴史や文化、伝

統、宗教を否定し続けてきました。泣くにも泣け

ないのが今の日本です。こういうふうにお母さん

方で考えている人がおるんです。そういう意味で、

この日本を再生するには教育以外にないというこ

とで、 55年ぶりに見直された「国や郷土を愛する

心」が盛り込まれたことは大変意義深いと思いま

す。しかし、なぜ「愛国心」と堂々と表現しない

のでしょうと。こういうふうに言っておられます。

これはー婦人です。そして、戦後の愛国心を教え

なかった教育を深く反省する時期が来ているので

はないか。アメリカでは、 1983年、困難な時代に

レーガン政権のもと、『危機に立つ国家Jの報告

書によって、教育の建て直しが行われました。ま

さに日本も同様に危機に立ち、今こそ、愛国心を

回復し、日本人の誇りを取り戻す教育が必要では

ないでしょうかと書かれています。こういう方で

も、レーガン政権の『危機に立つ国家jというの

を勉強しておられます。一主婦の方がです。

そこで田村さんは、自分の失敗談ということで、

子供のことを話しておられます。私は、二人の男

の子を育てました。私の口癖は、大きな地球儀を

回しながら、「世界に飛んでいきなさい」でした。

子供は 2人とも、英語が大好きでした。長男は音

響関係のベンチャー企業の役員で、アメリカ、ヨー

ロッパに出かけて行き、商談をまとめてきます。

あるとき、イギリスのお客様が、歌舞伎の名作や

名場面を話されたとき、自分は日本人として何も

知らなったことにショックを受け、恥ずかしかっ

たそうです。それで結局、自分は日本人としてこ

れでいいのだろうかと、そう，思ったそうです。ま

た次男は、フィンランドの国立大学で医療電子工

学の研究をやっていて、教授の助手を務めていた

ときに、ある日、「おまえ、家に来い」と言われ

て、教授の家に招かれたときのことだそうです。

おまえ、日本人だろうということで、日本では習

字をやるんだそうだと、教授の子供さんが、習字

で「日本」と書いた半紙が、リビングルームに張っ

てあったそうです。その字を見たときに、次男は、

自分が日本人として、日本を語れないことに気が

つきました。そして私に、その写真とともに、日

本の国や歴史について書いた本を送ってほしいと

の手紙がきました。私は、それに答える意味で、
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日本人として欧米に大きな影響を与えた本とし

て、新渡戸稲造さんの『武士道jを送ってあげま

した。その副題は『日本の魂Jです。まさに西津

会長がおっしゃったとおりです。その内容は 8つ

の徳目、「義・勇・仁・礼・誠・名誉・忠義・克

己Jです。日本人の生き方として、新しい時代に

ふさわしい精神的遺産を取り戻さなければならな

いと思います、と書かれています。これが国民の

声なのです。

私はもう一つ、アジア全体のことで申し上げま

す。ちょうど1990年の初めころに、 ASCAとい

いまして、アジア太平洋の科学大臣連合という組

織がありました。科学技術協力という問題につい

て、アジアの各国が、日本のように成長するため

には、科学技術というものを日本に学びたいとい

う意味で、日本の大臣提案として、 R&Dのマネー

ジメント教育セミナーをすることになりました。

私は、その組織企画委員長を引き受けまして、 5

年間やりました。アジア各国の指導的な方々が

おっしゃるには、日本がこれだけすばらしい国に

なったのは、どうして、どんなふうに技術を強く

す。それからインドネシアでは、今、帝人の会長

をやっている安居祥策君が、当時帝人インドネシ

アの社長をやっていまして、小学校、中学校、高

校生の奨学金をつくりたいので本社で取り上げて

欲しいとの要望を受け、致しました。なぜならば、

インドネシアはオランダの施政で、非常に教育が

いいんで、すけれども、数学・理学は教えてない。

だから、その奨学金を出し、産業を担える人材育

成のために、それをつくったのです。これはイン

ドネシアで民間最大の奨学金制度でした。その当

時、ハピピさんが大統領になる前の科学担当大臣

で、私にこういうことを言われました。日本に留

学生を送るについてぜひ頼みがある。それは日本

の企業で実習をやらせてくれ。インターンシップ

をやらせてくれと熱心に説明されました。要する

にエンジニアをっくりたいのです。自分はドイツ

に留学して、 4年間の大学の中で 2年間、メッサー

シュミットでインターンシップをやって、その会

社に入って、副社長になった。母国へ呼ぴ、返され

て、科学担当大臣として産業振興と同時に、イン

ドネシアは島の多い国ですから、飛行機を飛ばし

していったんだ。まさに先ほど大橋さんがご紹介 て交通インフラを整備する。国のために一生懸命

されたような明治の心を持つ方々が多く、日本が やっているんだ。我々の尊敬する日本に留学した

当時の欧米先進諸国に学び、強固となった様に、 者に、国を支える技術者となるチャンスを与えて

日本に学びたいと国を愛する心で会合に参加して やって欲しい、それをお願いしたいと言っていま

こられました。 した。私は関係省庁を全部歩いて、交渉をやった

それからもう一つは、私ども帝人:テイジンは

戦前には世界で最大のレーヨン会社でしたから、

海外に輸出しておりました。したがいまして、1960

年代に、いわゆる契約の期限が切れたときに、合

成繊維で海外進出をやりました。韓国、台湾に始

まり、タイ、インドネシアでは今でも、その地域

の大企業となっています。タイでは、向こうのタ

マサート大学の学長さんが、日本に留学生を送り

たいけれども、一人の教授が1，000人のエンジニ

アを養成すれば両国のためになるo 日本企業の進

出など友好関係とエンジニアの働く場が多くある

から、協力してくれと盛んに言うんです。日本の

制度では役所へいくら言ってもだめでした。タイ

帝人浅見章晴社長の尽力で、経団連を動かして、

日本企業による寄附講座が作られました。日本の

国益上国の政治力発揮が欲しかったと，思っていま
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んです。しかし、当時の文部省は囲内しか関心が

ありません。科学技術庁は、科学者の研究交流だ

けということで、エンジニア・大学教育にふれな

いとやりません。外務省は外交問題でないと、権

限がバラバラ、特に教育は各省庁共にふれる事は

タブーの様でした。産業は通産です。全部バラバ

ラです。いくら言ってもつながりません。国益の

ためにと政治家に言ってもだめでした。

ところが、今、文部科学省になりましたし、内

閣府も出来、国益と認識し、やる気になればでき

るんです。今まさに教育基本法という法律改正の

論議ができることになりました。細かい制度をい

じくる前に、これを機会に、日本人の心とは、ア

ジアの中の日本とはを思い出して、明治のころの

志と理念を思い返して、アジア全体の人々の日本

への思いというものに応えること、若者に与える

《
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除、

向、

ことが必要です。そのアジアの人々の日本への思

いというものにこれ迄応えて来ていなかったばか

りでなく、日本の若者にも与えてないんで、すよ。

大橋先生がご説明になったようにね。

今日は非常にありがたいと，思ったのは、通産省

の方も来ておられますからね。今の理工学関係の

教育界、工学界だけじゃなしに、工部大学校の卒

業生が日本工学会をつくって、学会をつくりまし

たから、旧帝国大学の工学系卒業生は全部、それ

らの学会のどれかに入っていると思います。それ

から、先ほどご紹介のように、東京職工学校の東

京工業大学の同窓会蔵前工業会も賛同していただ

けました。それから、工手学校の工学院大学校友

会も協賛しておられます。ということは、日本全

体の工学関係についての教育並びに同窓生全部へ

浸透させていくチャンネルが我々にはあるので、

我々一生懸命国のため、将来の若者の未来のため

に動きますので、ぜひお役所の方々は役所でも、

国益と考えて動いて頂きたい。

それからもう一つは、総理大臣小泉さんは、就

任の施政方針演説で「米百俵Jと言って以来、何

もやっておられない。ほんものを国として政府と

してやってもらわないといけない。ほんものをや

るというのは、小泉さんに頼っているばかりでは

だめなのです。国民が、そう思っていることを総

理大臣が国民の意を体してやるというのが本来で

しょう。だから、どうしても西津会長にお願いを

して、嬰々たる西津会長ですから、工学アカデミー

という名前を使わせていただいて、我々自身が動

いて、日本の未来を担う若者や、孫子のために願

う国民の皆さんの気持ちを動かして、次の世代に

対するものをぜひ残したいというのが、今回のシ

ンポジウムの趣旨でございます。従って「技術の

創造、蓄積、伝承と啓蒙」を副題としたのです。

そう考えますと、いろいろ、この趣旨にも書い

てありますけれども、今日はお話がないので、もっ

といろいろな例を引きたかったのですが、土器と

いうのは食に関係します。縄文土器というのが 1

万2，000年ぐらい前でしょうか。本来、歴史的に

見ますと、メソポタミアの紀元前5，000年ぐらい

のときに土器ができたという歴史がありますが、

あれは牧畜社会とか、農業社会の形成の中ででき

たんです。しかし、自然社会の中で、日本は既に

火を使って、煮炊きするような土器を作って来て

いるんですね。驚くべきことです。

それから、その次の衣の材料、いわゆる繊維と

いうのは産業の基礎なんです。だから、繊維から

出てきたものについて、今日のお話のように、豊

田自動織機、豊田佐吉さんの自動織機の発明が、

日本で最初の基本特許として世界に輸出した第 1

号なんです。それがー業の自動織機から総合工業

の自動車になっていく。それから、国としては、

造船とか、鉄道のような総合的インフラ産業に

なっていく。そういう流れの中で、我々の繊維と

いうのは有機材料なのです。無機材料は陶磁器の

延長のセラミックですね。有機材料ですから、我々

は、レイヨンのテイジンは自己技術で世界最大に

なりましたし、合成繊維でもそうですし、それか

ら新合繊も世界唯一っくりました。それらは未来

の基本素材として、先端材料であると同時に生活

産業と総合工業と、総合工業に生かす機能とし加

工技術力の発揮によって、世界をリ}ドしている

のです。

トヨタさんのお話の様に、社会の要請に合わせ

て「作り込んで行く技術力と経営哲学jによるも

のです。アラミッド繊維(芳香族ナイロン)は私

が始めたんです。ですから、今、テイジンは全世

界でデユポンと世界を二分するぐらい、アラミッ

ドをつくっております。それがテイジンの株が上

がってきている要因の一つです。それから、東レ

さんは、炭素繊維をつくられまして、テイジンも

東邦レイヨンに資本参加をして、世界を二分して

います。ですから、日本には、そういう意味のい

い指導者が手を打ったら、世界を制覇する事業は

いっぱいあります。ありますけれども、どうも工

学の方々は非常に謙虚というか、言わないで、日

本人の多くはマネーゲームばっかりというのに追

われてきて、そういう人々の収入は高くなり、大

学もそれを追った傾向がありました。マネーゲー

ムの宴は終わりましたo 金融、自治体、行政など

の経営も、総合的な知識、技術、システム、制度

を人類・国民のニーズに対応させる事ですが、旧

態依然たる細分化構造のため、統治能力を失い、

国際競争力を失った状況にあります。その改革へ

EAJ Infonnation No.116/2003年 8月 51



の動きを期待し、注目しています。石井吉徳先生

が、今日ほんとうはお見えになるはずだったんで、

すが、昨日までパリで石油がなくなるというため

の会議が行われて、日本の石井先生が唯一、アジ

アから呼ばれて行かれました。それのことをパー

ティー・イズ・オーバーと。「要するに宴は終わっ

た」。石油文明の宴は終わったんだという事です。

しかし、プッシュ米大統領のエネルギー顧問シモ

ンズ氏が言っているのですが、正しくこの事を理

解しているのはプッシュ大統領だけだ。アメリカ

でも、エコノミストと、いわゆる政治家は何も知

らない。日本もそうだろうと。こう言っています。
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今は世界的大転換期ですから、そういう意味でも、

西棒先生がお話された事、原子力は嫌いでも、生

活水準を維持するのには、やっぱり原子力は必要

だということは事実のようでございます。

今日は非常に意味のある講演会であったと思い

ます。最後に講師の方々にお礼と、それから協賛

・後援をいただいた諸国体に感謝を申し上げて、

私の閉会の辞といたしたいと思います。どうもあ

りがとうございました。(拍手)

司会以上をもちまして、本日の公開講演会を

終了したいと思います。どうもありがとうござい

ました。(拍手)
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